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　プロローグ






「千ち夏なつ！」

　その日は、数年に一度あるかないかという大雪の日だった。

　空模様は大荒れ。

　関東上空では大きな低気圧が猛威を振るっていて、テレビの中では「今夜はホワイトクリスマスですね」なんてアナウンサーがのん気に言っていた。

　その雪が降る街で、北ほく斗とは彼女を見つけた。

　凛りん多だ千夏。

　今は名字が変わってしまったが、自分と同じく今年で十一歳になる双子の妹。

「あっ。来てくれたんだね、にぃ」

　北斗が通っている小学校の近くにある公園のブランコ。

　そこに白いダウンジャケットを着て傘を差した千夏が座っていた。風に揺られて舞った雪が、煌きらびやかな髪についている。

　妹は、それでもうれしそうにはにかんでいた。

「何やってんだよテメエは！」

「え？　でも、今日は待ち合わせの約束をしてたでしょ？」

「『雪が降ったら中止』って言っといただろ！　なのに『今待ち合わせ場所についたよ～』なんてお気楽なメールを送ってきやがって……！」

「だって、にぃに逢あいたかったんだもん」

　シュンと顔を俯うつむかせながらも、千ち夏なつは言った。

「ごめんね。最近はあんまり逢えてなかったしさ」

「………っ」

　申し訳なさそうな妹の顔を見ながら。

　北ほく斗とは「はあっ」と息を吐いてから、自分の上着のポケットに手を突っ込んで、缶コーヒーを取り出した。

「あれ、にぃ、それ」

「寒いだろうと思って、買ってきたんだ。ほら、やるよ」

「わぁっ、ありがとう！」

「お礼はいらねえよ。俺のもあるしな」

　不器用な口調で言ってから、北斗は缶コーヒーの蓋ふたを開けて中身を口に含む。

　──あったかい。

　十二月の寒さで凍えた身体が温まる。

　千夏も一緒だったようで、両手で缶コーヒーを飲みながら幸せそうな笑みを浮かべた。よっぽど嬉うれしかったのか、そのままアップテンポなメロディを口ずさみ始める。

　ジングルベル。

　誰もが知ってるクリスマスソング。

　雪が降る公園で千夏は歌い続ける。

　それはどこか現実離れした光景で、あまりにも綺き麗れいで、天使みたいな歌声だった。

「俺、おまえの歌が好きだよ」

　千夏がひとしきり歌い終わった後で、北斗はそう言った。

「えへへ、ありがと、あたしもにぃからコーヒーがもらえたのはうれしかったよ？　ほら、今日ってクリスマスだし！」

「やめろって。クリスマスプレゼントとかなんか恥ずかしいだろ」

「え～。そんなことないよ～。にぃが毎年『いらない』っていうから何もあげてないけど、ホントはあたしだってプレゼントを用意したかったんだよ？」

　むぅ～と缶コーヒーを持ったままで千夏は頬ほおを膨ふくらませた。

　──可愛かわいい。

　思わず北斗は妹の顔に見み惚とれそうになってしまった。

　千ち夏なつは綺き麗れいだ。

　まるで物語の中から出てきた妖精みたいに整った容姿。天てん真しん爛らん漫まんであどけない笑顔。見つめていると吸い込まれそうになるような大きな瞳。

　コイツは将来男に相当モテるだろうな……と兄として心配になってしまう。

「えへへ。ありがとね、にぃ」

「だからお礼はいらねえって」

「ううん、違うよ。今のは今日来てくれてありがとうってこと。あたしたちは双子だけど、住んでるところが別でしょ？　だからあんまり逢あえないし」

「まあ、そうだな」

　北ほく斗とと千夏の両親が離婚したのは五年ほど前。

　北斗は母親に。

　千夏は父親に引き取られた。

　今では両親は互いに再婚相手を見つけ、新しい家庭を築いている。

　それでも、北斗と千夏はときどきこうして両親に隠れて逢っていた。

　住むところが別々になった後も千夏は北斗と逢いたがっていたし、北斗も妹がどんな生活を送っているのか心配だったのだ。

　だから、年に数回だけ葛くず原はら北斗と凛りん多だ千夏は密会していた。

「そういや、オヤジの調子はどうだ？」

「相変わらず元気だよ。お母さんも調子いいんでしょ？　漫画の連載も続けてるみたいだし」

「母さんもいつも通りだよ。よく冬とう華かや俺と一緒にテレビゲームしてるし」

「あはは、にぃの新しい妹ちゃんはゲーム好ずきなんだね！　いいな～、あたしも交ざりたいな～」

「無む茶ちや言うなって。そういや、テメエの方はどうなんだ？」

「？　どうって？」

「いや……だから、義妹いもうとだよ。おまえの方も妹ができたんだろ？」

　そう、千夏の父親の再婚相手にも連れ子がいたはずなのだ。

　確か名前は愛あい梨り。

　千夏曰いわく、北斗の一つ年下らしいが。

「う～ん、あっちゃんとはあんまり仲が良くないかな」

「？　なんだ、ケンカしてんのか？」

「そういうわけじゃないけど、なんだかライバル視されちゃってるみたいでさ。あたしがテストでいい点を取ると『次は絶対に勝ちます』って言ってくるんだよ」

「へえー。結構気が強いんだな」

「でも、心配だよ。たぶん、あっちゃんじゃあたしに勝てないから。今は元気だからいいけど、きっとあっちゃんは近いうちにそのことに気付いちゃうと思う」

「………」

「そうしたらあっちゃんは落ち込むと思うんだ。ねぇねぇ、にぃ。あっちゃんはどうしてあたしなんかに勝ちたいのかな？　あたしにはよくわからないよ。あたしは別に誰かに勝ちたいわけじゃないのに」

「………」

　千ち夏なつは少し困った顔で言った。

　──ああ。

　そういや、千夏は昔からこうだったな。

　いわゆる天才肌。

　昔から文武両道で常に成績はトップクラスだった。

　だから、わからないのだ。

　敗北、挫ざ折せつ、悔くやしさ……。

　誰かに勝とうとしても勝てない。

　けれど、それゆれにもっと勝ちたくなる。

　きっと千夏の義妹もそんな心境なのだろう。

　だけど、千夏は義妹の気持ちを理解できない。

　おそらく、今まで誰かに本当の意味で負けたことが一度もないから。

「俺、おまえと一緒の家で暮らしてなくてよかったよ」

「えっ、なんで!?　どうしてそんなひどいこと言うの!?」

「そう怒るなって。おまえと一緒に住んでたら絶対に周りのヤツらに比べられるだろ？」

「そういうものかな？」

「そういうものだよ。俺だったら、そのプレッシャーで潰れてる気がする」

「むむっ、そんなことないと思うけどな～」

「どういう意味だよ？」

「にぃならあたしといい勝負できるってこと♪」

「勘弁してくれ……」

　キラキラと目を輝かせる千夏から視線を逸そらして、北ほく斗とは公園に目を向けた。

　千夏との待ち合わせ場所にいつも使っている小さな公園。

　降り出した雪で遊具は白く染まりつつある。

　どうやらあのアナウンサーのコメント通り、今夜はホワイトクリスマスになりそうだ。

「じゃあな、千夏。俺は帰るよ」

「え～。もっと一緒にいようよ」

「ダメだ。こんな寒いのにいつまでも外に出てたら風邪ひくだろ？　だから今度また逢あったときにでもゆっくり話そう」

　次に逢うのは年明けになるだろう。

　もう少しで小学校を卒業して、二人とも中学生。

　──まあ、俺と千ち夏なつが同じ中学に通うわけじゃないけどな。

　降り積もった雪の上を歩きながら、北ほく斗とはそう考えた──。

　瞬間だった。

「待って、にぃ」

　不意に、後ろから呼び止められた。

　反射的に振り向こうとして、呼吸が止まった。

　──キス。

　千夏の柔らかな口唇くちびるが、北斗の口唇に重ねられていた。

「ち、千夏？」

　思わず、北斗は妹の名前を呼ぶ。

　子供の頃から千夏はこうしてキスしてくるときがあった。こっちが嫌がっても「兄妹だからこれぐらいはスキンシップだよっ」と言って強行してきたのだ。

　でも。

「にぃ」

　どうしてか。

　北斗には、今のキスがこれまでのものとは違うように思えた。

「好すきだよ、にぃ」

「あ、ああ。俺もおまえのことが好きだぜ？　だって、俺たちは双子の兄妹で──」

「うん。だけどね。あたしの好きはそれとは違うんだ」

「………っ」




　──やめろ。




　心の中で北斗は叫んだ。

　それを言うな、千夏。

　それを言ったら、たぶん自分たちは戻れなくなる。

　今まで通りこうやって隠れて逢うこともできなくなる。

「たぶん、にぃのことだから気付いてたんでしょ？」

　ああ、そうだ。

　子供の頃から、千夏はおかしかった。

「なのに、にぃはずっとあたしの気持ちに気付かないふりしてた」

　だって、そんなのおかしいだろ？

　自分たちは兄妹なのだ。

　なのに──。

「ごめんね、にぃ。あたし」

　チュっ、と。

　もう一度兄の口唇くちびるを奪ってから、千ち夏なつは告げる。




「もうただの兄妹のままじゃ、嫌なの」
















　第一話　　見るまえに跳べ






「ようこそ、ルーシー」

　時刻は午後八時。

　やっとのことで文化祭一日目も終了。

　思えば今日は色々あった。愛あい梨り＆冬とう華かとダブルデートして、討論会に出て、自分の黒歴史を全校生徒七千人にバラして……正直盛りだくさん。さすがの北ほく斗とも疲れを感じていた。

　なのに。

　今北斗は被服部の部室にいる。

　そして、ここに自分を呼び出したのは白しら玉たまルナ。




　──葛くず原はら北斗と凛りん多だ千ち夏なつ。二人は、誕生日が一緒。




　それが彼女の突き止めた事実だ。




　──最初はただの偶然って思った。でも、よく推すい理りしてみれば違った。あなたと千夏には共通点が多い。あなたも千夏も、誰かを惹ひきつける何かを持っている。




　──すべてが偶然なんて──考えられない。だからわたしは気付いた。やっと、気付けたの。あなたたちは、双子の兄妹。




　そう、ルナは北斗と千夏が兄妹だということを知ってしまった。




　──ねえ、ルーシー。このことはきっと秘密なんでしょう？　チェルシーや、あなたの義妹いもうとや、偽恋人である凛多愛梨にも言ってない。知られたくない真実なんだよね？




　──だから、取引をしよう？　今日で文化祭の初日が終わり。三日目にはミスコン、最終日には立候補者の最終演説がある。それまでに、あなたは凛多愛梨を裏切って。わたしの駒になって。千夏の味方になって。すべてをぶち壊して。それができない場合は、葛原北斗と凛多千夏の秘密をすべて曝さらけ出だす。もちろん──。




　──今あなたの隣にいる凛多愛梨にも、ね。




　だから、北ほく斗とは帰宅途中で愛あい梨りと別れた。

　すまん、忘れ物があったのを思い出した、と言って学園へと引き返した。やや強引に見えたかもしれないが、仕方ない。

　なぜならルナが話をする場所として指定したのが、この被服部の部室で──。

「ふふっ。じゃあ、話をしよ。今年の生徒会選挙の命運を握る話を」

「わかった。けど、その前に」

「？　何？」

「いや、テメエ……なんでそんなところに隠れてるんだ？」

　質問しながら、北斗はルナを──なぜか部室の窓際のカーテンに隠れるようにして、顔だけをこちらに向けている彼女を指さした。

　なんで話をするのに、隠れているんだろう？

「気にしないで」

「無む茶ちやを言うな。すげえ気になるぞ」

「うっ……実は、今日着てたキグルミが汚れちゃって……」

「それって、討論会で着てたヤツか？」

　確かルナはホッキョクギツネのキグルミを着ていたはずだ。

　ルナは生徒会副会長のくせに、コスプレ好ずきなんておかしな趣味を持っている。

　しかし、今のルナは違う。

　制服姿。

　一般生徒と同じ瀬せ海かい学園女子の制服を身に纏まとっている。いや、その姿はカーテンに隠れていてほとんど見えないのだが。

「討論会の後に出店めぐりをしてたら、前から歩いてきたハンドボール部の男子にオレンジジュースをぶっかけられて……」

「災さい難なんだったな」

「ううっ、わたし、汚されちゃった」

「いや、汚されちゃったって……」

「ハンドボール部は来年で廃部」

「恐ろしいことを言うな」

　本当に災難だったのはこのファッションモンスターを敵に回したハンドボール部かもしれない。

「で、キグルミが着れなくなっちまったのか？」

「そういうこと。あの子はお気に入りだったのに……今日のためにがんばって作ったのに……」

「他のキグルミはないのかよ？」

「あるけど、着ない。一日目はホッキョクギツネ、二日目はシロフクロウ、三日目はオコジョ、四日目はシロナガスクジラ、そして最終日はとっておきのシロクマ……そんな感じでばっちりローテーションが決まってる。それを守らないとなんか気持ち悪い」

「………」

　……よりにもよってなんでこんな変人に秘密がバレちまったんだろう？

　早くも北ほく斗とは帰りたくなってきた。

「まあ、テメエがキグルミ好すきだってことはわかったから、さっさと出て来いよ。そこにいたら話しづらいだろ？」

「うっ、わかった」

　ためらいながらも、ルナはカーテンの陰から出てきた。

　その頬ほおは微かすかに赤く染まっていて……。

「あっ、あんまり見ないで」

「は？　なんでだ？」

「制服姿を他人に見られるなんて……恥ずかしいっ」

「普段のテメエの格好の方がよっぽど恥ずかしいと思うぞ？」

　何やらモジモジしているルナに言う北斗。

　でも、制服姿も悪くない気がする。

　普段はキグルミなんておかしな衣い装しようを身に纏まとっているが、ルナだって見た目はかなり可愛かわいい女の子なのだ。

　……いや。

　中身が腹黒いせいで『ゲスデレ』なんて呼ばれてるのも事実だが。

　でも、こうして見る制服姿のルナはなんだか新鮮で可愛くて──。

「じゃ、取引を始めよ」

「………っ」

　……そうだ。

　ルナの言葉を聞きながら、北斗は気を引き締める。

　今からするのは取引なのだ。

　自分と千ち夏なつの秘密をバラすか？

　それとも、愛あい梨りを裏切るのか？

　そんな二者択一で──。

「まずはこれを見て」

　と。

　そこでルナはスカートのポケットから取り出した小さなリモコンをパチポチと操作。

　すると、部室の壁際からシュルシュルとスクリーンが降りてきた。

　そのままルナは部室にあったプロジェクターをスクリーンに向ける。

　──何をする気だ？

　もしやさらなる脅きよう迫はくの証拠を掴つかんで、それをあえてスクリーンで上映するつもりなんだろうか？　このゲスデレさんならありえるかもしれない。

　そんな風に北ほく斗とが緊張していると、ルナは「ではでは、ＶＴＲ、きゅー」とプロジェクターを作動させて、




『凛りん多だ千ち夏なつぅうううううううううううううっ！』




　スクリーンに映されたのは、魔法少女っぽい赤い衣い装しようを身に纏まとった金髪の不良っぽい男子生徒だった。

　どう見ても体育祭のときの北斗の映像だった。

「ふふっ、よく撮れてるでしょ？　実は写真部から映像を高値で買ったの。それをさらに高画像処理してこうしてスクリーンで上映できるように……きゃぅっ!?」

　ビシッと。

　北斗はルナの頭にかなり手加減を加えた空手チョップを振り下ろした。

　……いやいやいや。

　いきなり何をしてるんだこの女は？

「い、痛い！　何するの!?」

「それはこっちのセリフだ」

「ルーシーがわたしを傷つけた！」

「傷ついたのは俺のハートだよ！　なあ、教えてくれ。なんでテメエは人のトラウマ動画を上映してんだ!?」

「えっ……でも、これはあなたが好すきでやったんでしょ？」

「そんなわけあるか」

「まさかわたしもあなたがいきなり魔法少女スタイルで校内を爆走し始めるなんて思ってもいなかった……」

「俺も予想外だったよ」

「またまた」

「……なあ、その『ホントは嫌じゃなかったんでしょ？』みたいな顔をするのやめてくれないか？」

「えー……」

　こんなに可愛かわいいのに……とスクリーンを見つめるルナ。

　ああ、そういやコイツは少女漫画大だい好すきなんだっけな……と北ほく斗とは思い出していた。

　ルナが好きなのは少女漫画家である北斗の母親が連載しているコミック。その内容は金髪ヤンキーが魔法少女にメタモルフォーゼして敵と戦うというやたらアグレッシブなもの。

　しかも、その主人公のモデルは紛まぎれもなく葛くず原はら北斗なのだ。

　なので原作のファンであるルナはモデルである北斗にやたら魔法少女のコスプレを強要してくるのだが、

「ねえ、ルーシー」

「！」

　漫画の主人公の名前で呼ばれて、北斗はビクッと震えた。

　……気のせいだろうか？

　今のルナはやけに目がギラギラしているような。

「あなたは千ち夏なつと自分が双子であることを誰にも知られたくないんでしょ？」

「………」

「でも、わたしはその秘密を知ってしまった。誰かにバラすこともできる」

「………」

「でもでも、ルーシーはそうして欲しくないんだよね？　だから、あなたはわたしの要求に従うしかない。つまり、今のあなたはわたしに絶対服従。ぜっ対、服従」

「………」

　反射的に。

　北斗は後ろにあるドアから逃げようと振り向いた。

　……マズい。

　これは愛あい梨りを裏切る取引以前の問題だ。

　このままじゃ確実に魔法少女スタイルにトランスフォームさせられてしまう……！

「あっ、ま、待って！」

「！」

　逃げられることを予測していたのか、ルナがドアを開けようとした北斗に抱きついてきた。

「に、逃げないで。大丈夫。怖くない」

「こ、怖くないって……！」

「天井の染みを数えてればすぐに終わるから！」

「ふざけんな！　どうせテメエは俺にコスプレさせる気だろ！」

「それの何が悪いの!?」

「逆ギレ!?」

「お願いします！　なんでも！　なんでもしますから！」

「じゃあ今すぐ俺を逃がしてくれ！」

「ううっ、それだけは無理……。今だからぶっちゃけるけど、あなたが体育祭でコスプレに目覚めたときからわたしはずっとあなたを本物のルーシーにしてあげたかったの！　さあ、自分に正直になってルーシー！　あなたも変身したいんでしょ!?」

「………。仮に俺がコスプレしたらどうするんだ？」

「撮影」

「撮影!?」

「大丈夫。お金は後で払う」

「できれば現金よりも優しさをください！」

　というか、俺はコスプレなんかに目覚めてないから。

　全力でそう叫んでやりたい北ほく斗とだったが、ルナはオモチャを買ってもらえない子供みたいに背中に抱きついている。

「とりあえず離れろ」

「えっ、コスプレしてくれるの？」

「話を勝手に進めんな！　そもそも俺がここに来たのはテメエと話をするためだろ。テメエが俺と千ち夏なつの関係を愛あい梨りにバラすってヤツだ」

「うっ……」

　そうだった、と呟つぶやいてからルナはやっと北斗から離れた。

「じゃあ、単刀直入に聞くね。どうするの？　あなたはわたしの取引に乗るの？」

「それは……」

「もし乗らなかった場合、わたしはあなたと千夏の関係を凛りん多だ愛梨にバラす。あなたはあの子に千夏と双子だって知られたくないんでしょ？」

「くっ……」

「それが嫌だったら、凛多愛梨を裏切って。わたしたちに協力して。そして、千夏が生徒会長になれるように協力して」

「………」

　それはつまり。

　千夏のスパイになるということ。

　愛梨の敵になるということ。

　そう、体育祭で冬とう華かがさせられたように……。

「テメエ、マジでハラグロだな」

「何を今さら。わたしは勝つためなら手段を選ばない」

「……なんでそこまでするんだよ？　そこまでして自分が勝ちたいのか？」

「違う。わたしは、千夏の役に立ちたいだけ」

「千ち夏なつの？」

　訊たずね返すと、ルナはコクンと頷うなずいた。

「千夏はわたしにとってたった一人の友だちだもん」

「………」

「だから、わたしは千夏の力になりたい。そのためにがんばって瀬せ海かい学園の生徒会副会長になった」

「だから、あいつを勝たせてやりたいと？」

「そーいうこと。ルーシーだって凛りん多だ愛あい梨りと仲が良いでしょ？　だから選挙であの子を勝たせてあげたい。わたしもそれと同じ」

「………」

　ルナの言う通り。

　北ほく斗とは愛梨を生徒会選挙で勝たせてあげたいと思っている。

　彼女の夢を叶かなえてやりたいと願っている。

　きっとそれはルナも一緒なんだろう。

　ただ、誰を勝たせたいかが違うだけで。

　──けれど。

「なあ、副会長」

　まるで諭すように。

　北斗はルナに言った。




「あんたは千夏のことをどれだけ知ってるんだ？」




「えっ……」

「あんたの言う通り、俺と千夏は兄妹だ。俺はあいつのことを生まれたときから知ってる。正直、学園でのあいつは上う手まく猫を被っているぜ。たぶんあいつは自分の本性を俺の前でしか見せたことがないと思う」

「………」

「わかるか？　凛多千夏はおまえの前でも猫を被ってるんだぞ？　もしかしたら、生徒会選挙で勝つために利用してるだけかもしれない。それなのに、あんたは千夏に協力したいのか？　もしかしたら、千夏はあんたのことを友だちだと思っては──」

「それでもいい」

　北斗の問いかけに、ルナはきっぱりと答えた。

「千夏はわたしのことを友だちだって言ってくれる。たとえそれが嘘うそでも、わたしは構わない。だって……」

「………」

「わたしは、千ち夏なつと一緒にいたいから。千夏がわたしのことを友だちだと思っていなくても、わたしにとって千夏は友だちなの。かけがえのない存在なの。たとえ千夏がわたしやみんなの前で本性を見せなくても、わたしは千夏と一緒にいたい」

「それは……」

「わたしが、そうしたいから。さっきルーシーは千夏の本性を知っているって言った。もしかしたら千夏はとんでもない悪者なのかもしれない。でも、それでもいい。わたしは千夏と友だちでいたい。その気持ちに嘘うそはつけない」

「………」

「だから、千夏の友だちとしてルーシーに言いたいことがある」

「……なんだよ？」

　訊たずね返すと、ルナはぐっとちっちゃな拳こぶしを握りしめた。

　そして、北ほく斗との瞳を真まっ直すぐに見み据すえながら、




「千夏は、きっとあなたのことが好すき」




「………っ」

　その言葉は。

　北斗の心を思いっきり揺さぶった。

「千夏とずっと一緒にいたわたしにはわかる。あなたと千夏は兄妹だけど、千夏があなたを好きだって気持ちに嘘はない」

「それは……」

「もちろん兄妹同士でそういう気持ちを抱くのはいけないことだってわかってる。けど、きっと千夏は自分のことを止められなかったんだと思う。きっと──それが、誰かを好きになるっていうことだから」

「………」

「だから、あなたにはわたしたちの味方になって欲しいの。そして、千夏の気持ちとちゃんと向き合ってあげて欲しい」

「あいつと、付き合えっていうのか？」

「そうは言ってない。ただ、答えを出してあげて欲しいの。きっとあなたは千夏と兄妹だからあの子とそういう話をするのを避けてきたんだと思う。でも、それじゃダメ。ちゃんと伝えてあげないと……千夏がかわいそう」

「………っ！」

　確かに。

　ルナの言う通り、北ほく斗とは避けてきたのかもしれない。




　──好すきだよ、にぃ。




　思えば千ち夏なつは子供の頃から北斗に逢あうたびにそう言ってきた。

　最初は兄妹としてだと思った。

　けれど、それは違ったんだ。




　──もうただの兄妹のままじゃ、嫌なの。




　あのクリスマス。

　千夏はそう告白してきた。

　それから、北斗は千夏と逢うのを避けるようになった。

　今まで兄妹としてのスキンシップの延長だと思っていた行為が、すべて妹からの本気の愛情表現だとわかってしまったから。

　けれど、連絡を取らなくなってしばらく経たってから、千夏は兄を追いかけるように北斗の中学へと転校してきた。

　そして、中学校の生徒会選挙で北斗を負かした……。

「さあ、どうするの？」

「………っ」

　ルナの声で、北斗はハッと我に返った。

　残された道は二つ。

　愛あい梨りを裏切るのか。

　それとも、千夏との関係を愛梨に打ち明けるか。

　──チクチョウ。

　頭を過よぎるのは、愛梨の表情。

　凛りん多だ愛梨。

　自分が好きな女の子。

　彼女だけには千夏との関係を知られたくなかった。

　妹が兄に対して異常な感情を抱いていることを知って欲しくなかった。

　そう思うのは、もちろん──。




「悪いな」




　迷いを振り切るように、北ほく斗とは言った。

「あんたの取引に乗るつもりはねえ」

「……いいの？　だったら、わたしは凛りん多だ愛あい梨りに秘密をバラす」

「ああ。それも仕方ねえだろ。俺はあいつを裏切ることはできねえ。たとえ千ち夏なつと兄妹ってことがバレようが、今まで見てきたあいつの夢の邪じや魔まをしたくなんかない」

　そう、この数すうヵか月げつ間見てきたんだ。

　一緒に勉強したり。

　一緒に選挙活動をしたり。

　一緒に同じ時間を過ごしたり。

　葛くず原はら北斗は、凛多愛梨という人間を見てきた。そして、彼女がどれだけ努力しているのかを知った。

　だからこそ、愛梨のことが好すきになったんだ。

　助けてやりたいって決めたんだ。

　それなら邪魔をするわけにはいかない。

　たとえ、千夏との秘密をバラされようと……。

「それに、あんたは愛梨には俺と千夏が兄妹だっていう秘密をバラせても、学園のヤツらにはバラせないんじゃないか？」

「どうしてそう思うの？」

「決まってる。千夏は俺に告白したことがあるからな。俺と千夏が兄妹だって知れちまったら、あいつは実の兄に告白した妹ってことになる」

「………」

「そんな評判が流れたら、千夏は選挙で不利になるだろ？」

「………っ」

　静かに、ルナは口唇くちびるを噛かみしめた。

　そう、ルナは勝つためなら何でもすると言った。

　だとしたら、全校生徒に千夏と北斗が兄妹だとバラせるわけがない。

　だから──今の問題は愛梨だ。

　取引を反ほ故ごにしてしまった以上、ルナは愛梨に秘密をバラすだろう。だとしたら、その前に──。




　こっちから愛梨に秘密を打ち明けるしかない。




　ルナに伝えられるよりも、そっちの方がまだマシなはずだ。

　自分の義あ姉ねが北斗の双子の兄妹であること。

　そんな事実を暴ばく露ろされるのは──。




「──ちょっと待って」




　しかし。

　そこで聞こえたのはドアの開く音だった。

　思わず北ほく斗とが振り向くと、そこにいたのは茶髪を両サイドで結んだ女の子。

「……冬とう華か？」

　葛くず原はら冬華。

　彼女は、暗い廊下に佇たたずんでいた。

　そして──。




「ねえ。どういうこと、お兄ちゃん」




　その口調は学園にいるのに自宅モードだった。

　もしかしたらいつものようにキャラを切り替える余裕すらなかったのかもしれない。冬華は、微かすかに震える言葉を紡いで──。















「生徒会長がお兄ちゃんの妹って、本当なの？」









　第二話　　ｃｈａｎｇｅｓ






　葛くず原はら冬とう華か。

　北ほく斗とにとっては、血の繋つながっていない義妹。

　彼女は文化祭の一ヵ月前に北斗に告白してきた。

　そして、北斗は文化祭期間中に彼女に答えを伝えることになっていた。

　──けど。

　たぶん、もう答えは決まってるんだ。

　そんな風に、北斗は思う。

　だって今日の討論会で自分は愛あい梨りのために──。

「──いや」

　ちょっとの間。

　そのことは置いておいて。

「……オイ、これは何のマネだ？」

　時刻は九時すぎ。

　あの後。

　ルナと話をしているところを冬とう華かに踏み込まれた後、北ほく斗とは妹の手によってなかば無理やりに被服部の部室から連れ出されてしまった。

　わけを聞こうと思ったけど、とてもじゃないがそんな雰囲気じゃなかった。

　冬華だって、自分の兄に双子の妹がいて、しかもそれが生徒会長の凛りん多だ千ち夏なつだと知ったことに混乱しているはずだ。

　だから、とりあえずは冬華に引っ張られるまま夜の街を歩いていたのだが──。

「では、これより被告人──葛くず原はら北斗の裁判を開かい廷ていする」

　辿たどり着ついたのは、住宅街の一角にある洋風建築の住居。

　この家の住人は、チェルシー・スターダスト。

　彼女は自室に北斗と冬華を案内した。

　ちなみに、北斗の手足は椅い子すに縛られたまま縄で拘こう束そくされてしまっている。

「………」

　あー、まさか、これってアレか？

　椅子に座ってため息をこぼしながらも、北斗は思い出す。

　体育祭。

　確かそのとき、千夏が北斗のことを好すきだと全校生徒の前で宣言したときも、チェルシーにこんな風に拘束されたけど……。

「まずは今日の反省会だ。わたしたちは上う手まくやった。討論会中、千夏の妨害で脚本ブツクが使えなくなるという事態に陥りながらも不良少年の機転でなんとか乗り越えた。そうだろう、冬華？」

「そうね、ちぃちゃん」

「うむうむ。これもわたしが日ごろから愛あい梨りと不良少年に脚本ブツクの練習をさせていたからだろう。日々の努力がここにきてやっと実を結んだのだ。だが──問題はそこじゃない」

　ふみっと。

　いつぞやのときのように、チェルシーは北斗のフトモモにちっちゃな足を乗っけながら言った。

「さ、さっき冬華がわたしにした話は本当なのか？」

「……ああ」

「で、ででで、では、本当に千夏はきみの妹なのか？　し、しかも、双子の……」

「まあ、そういうことになるな」

「………」

　観念した様子で北斗が答えると、チェルシーは黙ってしまった。

　そして、ぽてっと床に座り込んでしまう。

　いつもだったら「にゃんだそりゃあああああっ！」みたいな感じで叫んでいてもおかしくないレベルのショックを受けたと思うのだが。

「……もう無理だ」

「………」

　……どうしよう。

　はっきり言って北ほく斗とはかなり狼狽うろたえた。

　どうやらスターダストさんは予想以上にショックを受けているらしい。

「ふ、不良少年と千ち夏なつが双子の兄妹？　な、なんだそのサプライズ展開は……」

「大丈夫、ちぃちゃん？」

「だ、大丈夫じゃない……ううっ、お腹が、お腹が痛いよぉ……これは今まで経験したことがないようなビッグウェーブだ……もはやいつも通りに叫ぶこともできない……」

「気をしっかり持って！　そういうときは現実逃避が一番よ！　冬とう華かはいっつもそうやってストレス解消してるもん！　今度ちぃちゃんも冬華のネトゲのＰＴパーテイーに入れてあげるから！」

「ううっ、ありがとう……きみの優しさだけが唯一の希望だ……」

　拘こう束そくされた北斗の前で、ぎゅっと抱き合う冬華とチェルシー。

　……まあ。












　ツッコミどころ満まん載さいな二人の会話の内容はとりあえずスルーすることにして。

「おまえら、そんなに仲良かったか？」

「え？　なんでそんなこと訊きくのお兄ちゃん？」

「いや、チェルシーがおまえのことを『冬とう華か』って呼んでるしさ。それに冬華もチェルシーをあだ名で呼んでるし」

　そうなのだ。

　北ほく斗との記憶が正しければチェルシーが冬華を呼ぶときは『葛くず原はら妹』だったし、冬華も『チェルシーさん』と呼んでいたような……。

「ま、色々あったからね」

「色々？」

「……うん」

　どこかぎこちない笑みを浮かべながら、冬華は頷うなずいた。

「それより、今話さなくちゃいけないのはお兄ちゃんと会長のことでしょ？」

「それは……」

「その通りだぞ冬華！」

　北斗が答えるよりも早く、チェルシーが叫んだ。

　そのまま彼女はカーペットをふみっと踏みしめながら、立ち上がる。

「ふふっ。まさか千ち夏なつと不良少年が双子の兄妹だったとはな。さすがのわたしもビックリしたぞ！」

「……俺はおまえのテンションの上がり下がりっぷりにビックリだよ。つーか、もう回復したのか？」

「当たり前だ！　いつまでも驚いていられるか！　今は生徒会選挙のクライマックスなんだぞ！　というかそう思わないと腹痛が再発しそうだ！　だから一刻も早く話を進めるぞ！」

　うがーっとヤケクソ気味に叫ぶチェルシー。

　どうやらダメージがすべて回復したわけじゃないらしい。

　まあ、知らされた事実を考えれば無理もないかもしれないが……。

「だが、これでやっと納得がいったよ」

「え？」

「きみがわたしや愛あい梨りに、千夏との関係を話せなかった理由が……だ。きみは千夏と自分が双子の兄妹であるということを隠したかったのだろう？」

「……ああ。悪いな、今まで黙ってて」

「謝らなくていい。わたしもまさか不良少年と千夏がそんな関係だとは思っていなかったしな。しかも、千夏は不良少年に告白した。たぶん、あれは……」

「嘘うそじゃない。あいつ……千ち夏なつは、俺のことが好すきなんだ」

　今まで言えなかった秘密を、打ち明ける。

　──そう。

　北ほく斗とが千夏との関係を誰にも言えなかったのは、怖かったからだ。

　実の妹が兄に本気で恋心を抱いてしまっている。

　そんな自分たちの異常な関係。

　それを誰かに知られて、距離を置かれるんじゃないかって怖くて──。




「でも、これで冬とう華かも納得できたかな」




「えっ……」

　そこで口を開いたのは、北斗の義妹いもうとである冬華だった。

「冬華もお兄ちゃんと会長が特別な関係じゃないかってずっと疑ってたもん。でも、二人は恋人とは違うようだった。──ううん、会長がお兄ちゃんに接する態度は、恋人よりも親しい人に接するみたいだった」

「………」

「たぶん、それはお兄ちゃんが会長の家族──双子の兄だったから。それに、会長は前に冬華にこう言ったのよ。『あたしたちは似た者同士』って」

「………っ」

「『あたしには妹ちゃんの気持ちがよーくわかる。まるで、自分のことみたいにね』。会長は冬華に向かってそう言ったの。あれはきっと……」

「……おまえが俺の義妹だったから」

「──うん。冬華と会長は二人ともお兄ちゃんの妹ってことになるからね。それに、二人ともお兄ちゃんのことが好き。だから、きっと会長は冬華に向かって似た者同士って言ったんだと思う」

「………」

　似た者同士。

　言われてみればそうなのかもしれない。

　凛りん多だ千夏と葛くず原はら冬華。

　片方は血が繋つながっていないが、それでも北斗の妹ということには違いない。

　そして、妹なのに兄を好きだということも──。

「でも」

　けれど。

　そこで冬華は北斗の思考を遮るように。




「今はもう、冬華と会長は似た者同士じゃないけどね」




「えっ──」

　どういう意味だよ？　と。

　北ほく斗とが訊きき返そうとしたが、それよりも早く。

「それで、不良少年はどうするんだ？　きみはルナに取引を持ちかけられたんだろう？」

「………っ」

　──落ち着け。

　一度息を吐いてから、北斗は考える。

　だって、もう答えは決まっているのだから。

「愛あい梨りにホントのことを言うよ」

「………っ。では、きみと千ち夏なつが双子の姉妹で、千夏がきみのことを本気で好すきだということを……」

「全部打ち明ける。副会長は、愛梨に秘密をバラされたくなかったらおまえらを裏切れなんて言いやがったんだぞ。そんなクソみたいな要求呑のめるわけないだろ」

「………」

　……そうか、と。

　チェルシーは呟つぶやいた後で。

「だが、本当にそれでいいのか？」

「あ？　どういう意味だよ？」

「だって、不良少年。きみは──」

「ちぃちゃん」

　何かを言いかけたチェルシーのことを、冬とう華かが制した。

「大丈夫よ」

「冬華……」

「きっとお兄ちゃんは答えを出したんだと思う。だから、愛梨に自分の秘密を打ち明けるって決めたの。そうじゃないの、お兄ちゃん？」

「それは……」

　そうだ。

　葛くず原はら北斗は凛りん多だ愛梨のことが好きなんだ。

　体育祭でそのことに気付いて、今日討論会で自分の黒歴史を明かしてまで愛梨を助けたことで、その想おもいは強くなったと思う。

　──でも。

「………っ」




　それを、今ここで冬とう華かに打ち明けてしまっていいのか？




　なぜなら、冬華も──。

「──兄さん」

　と。

　そこで冬華は学園で使っている優等生モードに口調を切り替えてから、

「私は、兄さんのことを応援してるから」

「えっ……」

「だから、愛あい梨りに秘密を打ち明けて……その後でちゃんと恋人になりなさいって言ってるのっ。私は……それが一番いいと思うからっ」

「冬華……」

「なんていうか、気付いちゃったのよね。今日の討論会で兄さんが自分の恥ずかしい過去を暴ばく露ろしてまで愛梨を助けたのを見てさ。やっぱり──兄さんが好すきなのは愛梨なんでしょ……？」

　義妹いもうとの声は、微かすかに震えている気がした。

　──ああ、そうか。

　今言った通り、冬華は気付いてしまったんだろう。

　当初の予定通り文化祭期間中に答えを聞くまでもなく。

　義あ兄にの気持ちに。




　──今はもう、冬華と会長は似た者同士じゃないけどね。




　だから、さっきあんなことを言ったんだ。

　自分はもう千ち夏なつとは違う。

　千夏と違って、北ほく斗との恋人になることをあきらめている。

　だから義兄のことを応援するなんて言ったんだ。

「───っ」

　その事実を考えるだけで、北斗の胸は張り裂けそうなくらいに痛んだ。

　──ああ、チクショウ。

　たぶん痛みの正体は罪悪感とか、義妹の気持ちを裏切ってしまったとか、冬華の想おもいに応えることができなかった自分への感情とか……そんなもの。

　痛い。

　今まで経験したことがないくらいに、胸が痛い。

　でも──逃げるわけにはいかない。

　きっと冬とう華かの胸は自分よりも痛んでいるはずなんだ。

　兄妹。

　血は繋つながっていないけれど、十年以上も兄妹として暮らしてきたんだ。それくらいのことはわかる。

　だからこそ──。

「冬華」

　真まっ直すぐに。

　答えを伝えなくちゃいけない。

　今自分が誰を好すきなのかを──。




「俺は凛りん多だが……いや、愛あい梨りのことが好きなんだ」




「………っ」

「だから、おまえの恋人にはなれない」

「………」

　北ほく斗との目の前で、冬華は制服のスカートの裾すそをぎゅっと握りしめた。

　──もしかしたら。

　冬華は泣いてしまうんじゃないか、と北斗は思った。

　でも、妹は泣かなかった。

　彼女は微かすかにこぼれそうになった涙を、左手で拭ってから。

「そっか。ありがと、兄さん」

「えっ……」

「正直に自分の気持ちを話してくれてありがとう、ってこと。もちろん……私だって辛つらいよ？」

「………」

「辛くないなんて、とてもじゃないけど言えない。私だって、兄さんのことが本気で好きだったから。その気持ちだけは、誰にも負けないって思ってたから。でも……」




　兄さんが好きなのは、愛梨なのよね？




「だから、私は兄さんの前では泣かない」

「冬華……」

「泣いて、やるもんですかっ」

　少しだけ掠かすれた声で。

　けれど、確かに冬とう華かはそう言った。

「私は葛くず原はら冬華。普段は家でダラダラばっかりしてるけど、兄さんの妹なのっ」

「………」

「だから、ちゃんと笑顔で兄さんの応援してあげるっ。愛あい梨りと兄さんが恋人になっても……逃げたりなんかしないもんっ」

「………っ」

　──もちろん。

　北ほく斗とには、冬華の言葉がすべて強がりだってわかった。

　本当は泣きたいに決まってる。

　自分の気持ちに応えて欲しいに決まってる。

　愛梨じゃなくて自分を選んでもらいたいって願ってるに決まってる。

　そんな気持ちをすべて押し殺して。

　冬華はちゃんと義あ兄にと向き合った。

　──いや。

　向き合おうとしているんだ。

　だから──。

「不良少年」

「──ああ、わかってるよ」

　チェルシーの言葉に応えるように、頷うなずく。

　するとチェルシーは安心したように息を吐いた。

　──ひょっとしたら。

　チェルシーが冬華のことを名前で呼ぶようになったのは、二人の間に何かがあったのかもしれない。

　漠ばく然ぜんと北斗はそう推測していた。

　思えば、今日冬華がこの家に来るのだって最初から決まっていたみたいだった。

　だとしたら──。

「なあ、チェルシー」

「ん？　なんだ？」

　不思議そうにチェルシーは訊きき返してきた。

　たぶん──チェルシーは冬華が失恋したことを知っていたんじゃないだろうか？

　きっと、誰よりも早く。

　だから冬華を自分の家に呼んでいた。

　少しでも彼女を励ますために。

　短い間だけど、冬とう華かもチェルシーの書いた脚本ブツクを実行していた。だから脚本ブツクを作るシナリオライターとして、冬華の気持ちに気付いたチェルシーは、彼女を気遣ってくれた……。

「……ありがとな」

「なっ……なぜわたしにお礼を言うんだっ。わたしはお礼を言われるようなことは何もしていなくて……」

「そういえばそうか」

「納得された!?」

「でも、ちぃちゃんは兄さんのことを椅い子すに縛ったし……」

「こ、これはその場のノリというものだ！　わたしだってシリアスな空気を紛まぎらわせようとがんばったんだぞ！　ほら、おかげで空気が大分和やわらいで……」

「わかったから早く解いてくれスターダスト」

「わわわわたしを名字で呼ぶなっ！」

　プンスカ怒るチェルシー。

　その様子がおかしかったのか、冬華も微笑ほほえんだ。

　確かに、空気は和らいだかもしれない。

　しかしそれは何もこのシチュエーションのせいじゃないだろう。

　葛くず原はら冬華とチェルシー・スターダスト。

　きっと二人が友だち同士になれたから──。

「───」

　だからこそ。

　二人の気持ちに応えなくちゃいけない、と北ほく斗とは決断する。

　それは、愛あい梨りに千ち夏なつと自分が双子の兄妹だと打ち明けるということ。

　そして──。




「──決めた」




　誰にも聞こえないような小さな声で、北斗は呟つぶやいた。

　文化祭最終日。

　選挙の最終投票が終わり、次期生徒会長が決まる日。

　すべての結果がでたら──。

「───」




　凛りん多だ愛梨に、好すきだと言おう。




　たった一人の偽恋人。

　自分が恋した女の子に。









　第三話　　ヒトリノ夜






「……はふぅ」

　葛くず原はら家のお風呂場。

　その浴槽でお湯に浸つかりながら、愛あい梨りは息を吐いた。

「先輩、遅いですね」

　ちゃぷっ、とお湯を手で撫なでながら呟つぶやく。

　今日の討論会は上う手まくいった。

　千ち夏なつの妨害にあって当初の脚本ブツクを演じ切れなかったけれど、北ほく斗との機転でなんとかなった。

　──けど、あそこまで無む茶ちやをしなくても。

　北斗は愛梨を助けるために自分の黒歴史を明かしてしまった。

　幸い彼の機転は上手くいき、討論会は無事終了した。

　おそらく自分の支持率はさらに上がっただろうが、それでも彼が無茶をしてしまったのは事実で……。

「ふふっ」

　けれど。

　どうしてか愛あい梨りはお湯の中で微笑ほほえんでしまった。

　──先輩が私を助けてくれた。

　もちろん彼には無む茶ちやをして欲しくないという気持ちはある。

　でも、それ以上に──どうしようもなく、彼が自分を助けてくれたことが嬉うれしい。

　やっぱり、自分は北ほく斗とのことが好すきなのだろう。

「──って、浮かれてる場合じゃありませんね」

　ふうっと自分を落ち着かせるように息を吐いてから、愛梨は浴槽から出た。そのまま脱衣場に移動してタオルで身体を拭く。

　大事なのは、ここからだ。

　瀬せ海かい学園の文化祭は五日間。

　三日目には、ミスコン。

　最終日には、選挙の結果を決める最終投票がある。

　それまでは今まで通り北斗の偽恋人を演じなくちゃいけない。

「がんばらなくちゃ」

　小さくガッツポーズを決めてから、愛梨はふかふかのバスタオルでしっとりと濡ぬれた黒髪を撫なでる。

　ジミ子こ。

　千ち夏なつと比べられてそんな風に呼ばれてた自分だけど、やっとここまでこれたのだ。

　文化祭はあと四日。

　つまり、劇場型恋愛を続けるのもあと四日。

　なんとしても最後までやり遂げなければ──。

「───っ」

　だが、そこで愛梨の胸はチクリと痛んだ。

　──そう。

　あと四日で劇場型恋愛も終わってしまう。

　そうしたら、自分は北斗の偽恋人じゃなくなってしまう。

　でも──。




　──選挙が終わったら、私と話をしてくれませんか？　大事な話が……ありますから。




　文化祭が始まる前。

　愛梨は北斗にそう告げた。

　それは体育祭のときに気付いた自分の気持ちに決着をつけるということだ。

　選挙期間中に告白なんかしたら、選挙に集中できなくなる。だからそれまではずっと偽恋人のままでいたかった。

「けど、」

　それも、もう終わり。

　そう呟つぶやいてから愛あい梨りはバスタオルを置いた。

　──そうだ。

　結果がどうなろうと、私は先輩に告白する。

　たとえ彼が自分のことを好すきじゃなくても──。

「──あれ？」

　と。

　そこで愛梨は自分のスマホに着信が来ていることに気付いた。

　ディスプレイに表示された名前は、先輩。

　北ほく斗とだ。

　そういえば、彼は忘れ物を取りに行くと言ってまだ帰ってきていなかったけど……。

「もしもし？」

『おう。今大丈夫か、愛梨？』

「ええ。問題ありませんよ。ところで先輩はどこにいるんです？　まだ家には帰ってきていないんでしょ？」

『ああ……俺はチェルシーの家にいるんだ』

「ちぃちゃんの家に？」

『まあ、そのことはいいんだ』

　少し強引に、北斗は話を変えてきた。

　──どうしてか。

　その口調に嫌な予感がした。

　理由はない。

　それでもわかってしまった。

　自分だってこの半年間北斗の偽恋人を続けてきたのだ。

　きっと、北斗は何か大事なことを言おうとして……。

『愛梨。実は、おまえに言わなくちゃいけないことがあるんだ』

「───っ」

　嫌な予感。

　心臓に釘くぎを打ち込まれたように、気分が重くなる。それは北斗の声がやけに真剣なせいなのかもしれなかった。

　北ほく斗との声は、緊張感に震えていて──。

「そ、そんなことよりっ」

　だからだろうか。

　愛あい梨りは、ついつい誤ご魔ま化かしてしまった。

「今日はいつ帰ってくるんですか？」

『え、あ、もう少しで帰ると思うけど』

「だったら、とりあえず話はそれからということにしましょう。私もこれから夕食の準備をしなくちゃいけませんからっ」

『あっ、ちょっと待て、愛梨──』

　北斗の声を聞きながら、愛梨はスマホの通話をＯＦＦにしてしまった。

　──どうしよう。

　今自分がしてしまった行動に驚きながらも、愛梨はぎゅっとスマホを胸に抱きしめる。

　なんだろう？

　私に言いたいことって一体何？

　先輩は一体何を……。

「───」

　そこで愛梨の頭にひらめいたのは、一つの考え。

　もしかしたら。

　自分が北斗のことを好きなように、彼も自分のことを好きなのではないだろうか？




　──改めてよろしくな、愛梨。




　今日、学園からの帰り道で。

　北斗は自分の名前を呼んでくれた。

　いや、名前を呼ばれただけでそんな自意識過剰な……と普通だったら思うかもしれないが、愛梨にはあのとき北斗と何かが繋つながった気がした。




　──こちらこそですよ、先輩。




　改めてお互いを呼び合うことで、お互いの存在を認識できた気がしたのだ。

　だとしたら、もしかしたら彼も自分と同じように告白しようとして──。

「───っ」

　けれど、そこで愛梨の頭に浮かんだのはもう一つの可能性。

　つまりは逆のパターンだ。




　──先輩は、私が自分を好すきだってことに気付いたんじゃないだろうか？




　そして、断ろうとしたとしたら？

　これからも偽恋人でいようと言いたかったのだとしたら？

「ううん、そんなはずない」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

　北ほく斗とだって今が生徒会選挙のクライマックスだってわかってるはずだ。

　だったらそんな話を切り出すはずがない。

　そんな話をしたら選挙活動どころじゃなくなることくらい、わかっていると思う。

　でも──。

「ううっ……」

　可能性がゼロとは言えない。

　普段ならこんな発想はしなかったと思う。

　だが、さっき感じた嫌な予感。

　それに北斗のやけに重い声。あれはとてもじゃないけど告白をするような雰囲気じゃなかった。まるでシャレにならない深刻な秘密を打ち明けるときみたいに真剣だった。












　それが。

　これからも偽恋人でいようと告げることだとしたら──。

「にゃ～」

　お風呂場で立ちすくんでいると、足元に愛あい梨りの飼い猫であるニャンザブローがやってきた。黒猫は不安そうに飼い主を見つめている。

　しかし。

　今の愛梨に黒猫の声に応える余裕は、なかった。









　第四話　　はじまりの唄






『もしもし、聞こえるか不良少年？』

　文化祭三日目。

　総生徒数七千人を誇る巨大学園の敷地内。イベントに集まってきた大勢の人だかりの中で、北ほく斗との耳に付けたイヤホンマイクからチェルシーの声が届いた。

「ああ、聞こえてるよ」

『うむ。では、今日の脚本ブツクを発表するぞ。今日は午後からミスコンがある。それまで不良少年は愛梨とデートしろ。学園の生徒にきみたちのラブラブっぷりをアピールする絶好のチャンスだ』

「わかってる。けど……」

　はあっと北斗はため息を吐つく。

　もちろんデートすることも大事だ。

　けれど、今の自分にはもっと重要なことがある。

　愛梨に千ち夏なつとの関係を打ち明けること。

　そして、彼女に好すきだと言うこと。

　しかし。

『落ち込むな、不良少年。一昨日と昨日愛あい梨りに話を切り出せなかったからって、悔やんでも仕方がない』

「ぐっ……」

　そうなのだ。

　チェルシーの言う通り、北ほく斗とは未いまだに愛梨に自分の秘密を切りだせずにいた。

　──一昨日。

　文化祭の一日目が終わり、チェルシーのうちから自宅に帰った後で、夕食を食べながら北斗は何度も愛梨に話をするきっかけをつくろうとした。

　しかし、どうしてかその度に愛梨に強引に話を逸そらされてしまった。

　まるでその話は聞きたくないとでも言わんばかりに。

「なあ、チェルシー。もしかして愛梨は副会長から秘密を聞かされちまったんじゃないか？　だから俺と話をしたくないんじゃ……」

『いや、それはないだろう』

「ずいぶん自信たっぷりだな」

『文化祭期間中は生徒会の仕事で何度かルナと顔を合わせたからな。わたしだってこの一年間あいつと生徒会で一緒にいたんだ。顔を見れば少しくらい相手の考えていることがわかる。あれは愛梨に秘密をバラそうか迷ってる顔だ』

「ホントかよ……」

『もちろんだ。わたしの勘を信じろ。それに……』

「それに？」

『不良少年だって、ルナが愛梨に秘密をバラしたとは思ってないんじゃないか？　愛梨の性格からして、秘密をバラされたら最初は驚くかもしれないが、少し時間を置けば問題と向き合おうとするだろう』

「………」

『なのに昨日──文化祭二日目にきみとデートしていても、愛梨がその話を切りだすことはなかった。だからおそらく愛梨はまだきみの秘密を知ってはいないんだと思う』

「まあ、そうかもしれないが」

　昨日も一昨日と同じように、何度話を切りだそうとしても愛梨に避けられてしまった。

　ルナだっていつまでも秘密を話そうか迷っているとは思えない。

　だから一刻も早く秘密を打ち明けてしまいたいが……。

『それよりも』

　そこで。

　チェルシーは話を変えるように。

『わたしが気になるのは愛梨の態度だがな』

「……やっぱり、そう思うか？」

『当たり前だろう。昨日のきみたちのデートを見て思ったが、今のあいつは間違いなくおかしい』

「だよな……」

　チェルシーの言葉に北ほく斗とも頷うなずく。

　思い出すのは、昨日の愛あい梨りとのデート。

　いや、別にデートをすることが嫌だったわけじゃない。

　好すきな女の子と一緒に文化祭を回る。

　男子高校生からしたら待ちに待ったイベントである。思わずガッツポーズをキメたいような気分になった。というか、実際何回かガッツポーズをキメたくらいだ。

　だが、昨日の愛梨はどう見てもおかしかった。

　だって、あれは──。

「先輩♥」

「！」

　いきなり横から名前を呼ばれて、ビックリしてしまった。

　同時に右腕に誰かがぎゅっと抱きついてくる。

　視線を向けると、そこにいたのは偽恋人。

　凛りん多だ愛梨。

　彼女は満面の笑みで微笑ほほえんでいた。

「どうしたんですか？　早くデートに行きましょう。この近くのステージで軽音部がライヴをやってるらしいんですよ」

「お、おう。でも、そんなに急がなくてもいいだろ？」

「その質問の答えは断じてＮＯですね。だって……」

「だって？」

　訊きき返すと。

　愛梨は北斗の腕を掴つかんで歩き出しながら。




「私は、先輩の彼女ですから♥」




　これ以上にないってくらいのアルカイックスマイルを決めてみせた。

　──そう。

　昨日から愛梨はこんなテンション。












　今まで以上に恋人を演じて──いや、まるで本物の恋人みたいに接してくる。

　簡潔に言うなら、

「───」

　デレた。

　凛りん多だ愛あい梨りは、完かん膚ぷなきまでにデレていた。





　　　　　　　＠　＠　＠






　──どうしよう。

　視線の先で葛くず原はら北ほく斗とに抱きついている愛梨を見ながら、白しら玉たまルナは呟つぶやいた。

　今のルナは学園の敷地内に作られた露店の陰からこっそりと北斗と愛梨を窺っている状態。今日はオコジョのキグルミを着ているが、目立ってはいないはずだ。

　なぜなら今日は文化祭。

　周囲には仮装をした生徒がたくさんいるし、ここまで人が多ければ簡単には見つからないはず。

　もっとも、それは北斗たちを見失いやすいという意味でもあった。

　だから早く目的を遂げなければいけない。

　そして、その目的とは──。

　──千ち夏なつの秘密を、凛りん多だ愛あい梨りにバラさないと。

　色々考えた結果、タイミング的にはここが一番よかった。

　ミスコン。

　それが行われる三日目に秘密をバラせば、凛多愛梨に揺さぶりをかけられる。それは選挙において千夏の助けとなるだろう。

　だからこそ、ルナはこうして愛梨にコンタクトを取ろうとしているのだが──。

「なんだか、様子がおかしい気がする」

　誰にも聞こえないような小さな声で、ルナは呟つぶやいた。

　思い返せば愛梨は昨日からおかしかった。

　やけにテンションが高かったり。

　北ほく斗とにダイビングハグをかましたり。

　文化祭デートで北斗に甘えまくったり……。

　なんというか、おかしい。

　もしかしたら北斗が秘密をバラしたせいでああなったのかとも思ったが……。

「たぶん、違う」

　それにしては北斗も愛梨のデレっぷりに慌ててるし。

　おそらく北斗はまだ愛梨に秘密を話していない。

　それどころかデート中に何か話を切りだそうとする度に、愛梨に誤ご魔ま化かされてしまっているようだ。

　──だとしたら、チャンス。

　キグルミを着たままでルナはグッと拳こぶしを握りしめた。

　理想は、ミスコンの直前。

　そこで愛梨に北斗の秘密をバラせれば──。

「るっちゃん♪」

「！」

　と、そこで不意に誰かがルナの背中に抱きついてきた。

　思わず振り向くと、そこにいたのは凛多千夏。

　制服姿の生徒会長だった。

「ち、千夏？　どうしてここに？」

「るっちゃんこそこんなところで何してるの？」

「そ、それは……」

　言いよどむルナ。

　そこで千夏はさきほどまでルナの視線の先にいた北斗と愛梨の姿を確認してから。

「もしかして、北ほく斗ととあっちゃんの様子を見てたのかな？」

「うっ……」

「ねえ、どうして？」

「それは……」

　……マズい。

　もしかしたら千ち夏なつは自分のことを探しに来たのかもしれない。思えば、昨日も愛あい梨りの様子を見ていてあまり千夏と一緒にいられなかった。

　だから不審に思われていたとしたら……。

「るっちゃん」

　と。

　そこで、千夏はにこやかに笑いながら。




「もしかして、あたしとにぃの秘密に気付いちゃったのかな？」




「！」

　その質問に、息が止まる。

　──落ち着け。

　千夏の秘密を自分が知ってしまったことはまだバレていないはずだ。

　だからこれはきっとカマをかけられただけ。

　なんとか平静を保てば──。

「ふふっ」

　けれど。

　千夏は笑顔のままで。

「ダメだよ、るっちゃん。普通の人なら平静を保てばあたしにバレなかったかもしれないけど……るっちゃんのことはすぐにわかるよ」

「ち、千夏……」

「そっか。るっちゃんはあたしの秘密を知っちゃったんだね。にぃから教えられた……ってことはないよね？　にぃは秘密がバレるのを嫌ってたはずだもん」

「………」

「もしかして、るっちゃんが調べたのかな？」

「………っ！　ご、ごめんなさい」

　目に見えない威圧感に押されたような気がして、ルナは謝った。

　すると千夏は「あははっ」と笑みをこぼしてから、

「いいんだよ。るっちゃんはきっとあたしのためにやってくれたんでしょ？」

「………」

「最初の予定では、一昨日の討論会であたしはあっちゃんたちよりも有利になるはずだった。あっちゃんがちぃちゃんから指示を受けてたのは明白だったからね。でも……」

「それは、失敗に終わった……」

「そうだね！　いや～、まさかにぃがあそこまでするとは思っていなかったよ～。ホントにビックリしちゃったな～」

　いつもと変わらない様子で言う千ち夏なつ。

　しかし、ルナはその様子に違和感を覚えた。

　──どこか。

　千夏がいつもよりも焦っているような……。

「で、るっちゃんはどうしてあっちゃんたちを尾行してたの？」

「それは……取引のため」

「取引？」

「葛くず原はら北ほく斗とは秘密をバラされることを嫌がってる……。だから、秘密をバラされたくなかったら凛りん多だ愛あい梨りを裏切って欲しいって伝えた」

「それって、あたしたちの仲間になれってにぃに言ったってこと？」

「う、うん」

「ふぅん。それで、どうなった？」

「そ、それは……」

　ルナは黙り込むしかなかった。




　──俺はあいつを裏切ることはできねえ。たとえ千夏と兄妹ってことがバレようが、今まで見てきたあいつの夢の邪じや魔まをしたくなんかない。




　一昨日、北斗はそう言っていた。

　それはつまり愛梨を選ぶということ。

　秘密をバラされても構わないと思ったこと。

　そして──。




　千夏を選ばない、ということ。




　でも。

　それを千夏に直接伝えるのは──。

「そっか。にぃはあっちゃんを選んだんだね」

「………っ」

「だって、そういうことでしょ？　今るっちゃんがにぃたちを尾行してるのは、あっちゃんに秘密をバラすタイミングをうかがっているからなんでしょ？　つまりにぃはあたしたちの仲間になることよりも、あっちゃんの傍そばにいることを選んだ……」

「………」

　──やっぱり、おかしい。

　ルナには千ち夏なつの様子がいつもと違うように思えた。

　彼女の表情から伝わってくるのは──焦しよう燥そう感かん。

　そして、恐怖。

　もしかしたら北ほく斗とが愛あい梨りを選んだことがショックだったのかもしれない。

　いや、そもそも千夏は北斗の双子の妹なのだ。

　どんなにがんばっても彼の恋人にはなれない。

　それをきっと北斗はわかっている。

　双子の兄だからこそわかっているはずなのだ。

　でも、もし──。

「───」




　千夏が、わかっていなかったとしたら？




　もちろんルナは千夏と北斗の過去に何があったのかは知らない。

　二人がどんな兄妹だったかはわからない。

　でも、もし千夏が信じているとしたら？

　まるで白馬の王子様に憧れるお姫様みたいに。

　いつか北斗が迎えに来てくれることを信じているとしたら？

　その気持ちだけを支えに、過か酷こくな選挙戦を勝ち抜いて去年生徒会長になったとしたら？

　そして、劣勢に立たされながらも今年の生徒会選挙で凛りん多だ愛梨と戦おうとしているのだとしたら……。

「………」

　おそらく。

　凛多千夏は、壊れてしまう。

　おそらくもうほとんど決定的なところまでは来ているのだ。

　あとはちょっとしたきっかけがあれば、きっと千夏は──。

「──ううん」

　ダメだ、しっかりしろ。

　自分に言い聞かせるように、ルナは心の中で呟つぶやく。

　たぶん、今千ち夏なつはかなり不安定な状態にある。

　去年の入学式で出会って、生徒会のメンバーとしてこの一年間一緒にいた自分にはわかる。

　こんなときこそ、自分が支えてあげなくちゃいけない。

　たとえ、




　白しら玉たまルナでは、葛くず原はら北ほく斗との代わりには到底なれなくても。




　支えなくちゃいけない。

　だって、千夏は自分みたいな変人を友だちだと言ってくれたのだから。

「ねえ、るっちゃん」

「何？　千夏」

「だいじょーぶだよ」

「えっ……」

「きっと、にぃは最後にはあたしのことを選んでくれる。だって、にぃはあたしのことが好すきなはずだもん」

「千夏……」

「昔、あたしにそう言ってくれたもん。あたしは、その言葉を信じてる。それにあたしはにぃと一緒にいるために──色々やってきたの。到底にぃには言えないこともしてきた。すべては、全部にぃと一緒にいるため。だから、大丈夫」

　そう言って、千夏は愛あい梨りと一緒にいる北斗を見つめる。




　──にぃはあたしのことが好きなはずだもん。




　確かに、北斗は千夏のことが好きなのかもしれない。

　だけど、

「───」




　それはきっと、兄妹として好きなのだ。




　じゃなかったら、今葛原北斗は凛りん多だ愛梨の隣にいない。

　でも、その事実をルナは千夏に言えなかった。

　言えるはずなんか、なかった。
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「いやー、なかなか盛り上がっていましたね！」

　瀬せ海かい学園の敷地内の一角。

　そこに設けられた野外ステージの近くで愛あい梨りは歓声を上げた。

　そのまま、ぎゅっと北ほく斗との身体に抱きつくと。

「オイ、愛梨。そんなに抱きつかなくていいんじゃないか？」

「どうしてですか？」

「いや、どうしてって……」

「私たちは恋人なんですから、こうするのが自然なんですよ」

「……おまえ、なんかおかしくないか？」

「何がです？」

「なんつーか、昨日からやけにテンションが高い気が……」

「そんなことはありませんよ。私はいつも通り平常運転さんです。えへんぷい！」

「まあ、いいや。ところで、愛梨。おまえに話が……」

「あ、先輩。あそこでタコ焼きを売ってますよ。私、買ってきますね」

「あっ、おい！」

　北斗の呼び止める声も聞かずに、愛梨はタコ焼きの露店へとトコトコ走る。

　──これでいいんだ。

　心の中で愛梨はそう思う。

　一昨日から何度も北斗に話を切りだされたけど、その度に自分は話を逸そらしてきた。

　もしかしたら。

　それはこれからも偽恋人でいて欲しいという話かもしれない。

　だとしたら、どうしよう？

　怖い。

　情けない話だけど、そう考えるだけで目の前が真っ暗になる。怖い、怖い、怖い、怖い、怖い、怖い、怖い……。

　怖くて、前に進めなくなる。

　とてもじゃないが話を聞けない。

　本当だったら、ちゃんと彼と向き合って話を聞かなくちゃいけないのに……。




　どうしても、できないのだ。




「───」

　だから、愛あい梨りは悩んだ末に決めた。

　──せめて、文化祭期間中だけは本当の恋人みたいに先輩に接したい。

　きっとこれからも偽恋人でいたいと北ほく斗とに言われたら、自分は承諾するだろう。でも、内心は冷静じゃいられない。

　ひょっとしたら、劇場型恋愛を続けることが不可能なくらいに打ちのめされてしまうかもしれない。何より、彼の答えを聞いた後も選挙活動を続けられる自信がない……。

　だから。

　せめて文化祭期間だけはこのままでいたい。

　つまりは現状維持だ。

　それが愛梨がたった一人で出した答えだった。

　もしかしたら、冬とう華かやチェルシーに相談すればよかったのかもしれないが、できなかった。

　なにせ、冬華も北斗のことが好すきなのだ。

　彼女にとって自分はライバル。

　相談なんかできるわけがない。

　そして、チェルシーも選挙期間のクライマックスで忙しいはずだ。自分の相談で彼女の時間を割かせてしまうのが申し訳なかった。

　──いや。

　もしかしたら、そんなものは全部建前で、本当は知られたくないのかもしれない。




　北斗と恋人になれなかったら、どうしよう。




　そんな風に怯おびえている弱い自分を……。

「……ダメですね」

　タコ焼きを買って北斗の元へと戻りながら、愛梨は小声で呟つぶやいた。

　自分の目標は七千人の頂点に立つ生徒会長になること。

　それなのに、こんなことで悩んでいるなんて……。

　そんな自己嫌悪に陥ってしまう。それは胸の中でいつまでも治らない傷のようにジクジクと痛む。

　だけど、今はこれしかないのだ。

　選挙に集中するためにも。

　北斗との関係を壊さないためにも。

　彼が話を切りだすのを阻止しなければ──。

「はい、買ってきましたよ」

「……おう。サンキュー」

　帰って来た愛あい梨りを見ながらも、北ほく斗とはぎこちないお礼を言ってきた。

　そのどこか納得いっていないかのような仕草に、チクリと心が痛む。

　──きっと、先輩はどうして自分の話を聞いてくれないのかって不思議に思っているに違いない。

　できることならすべてをはっきりさせて欲しいとも思う。

　けど、どうしても……。

「──ふぅ」

　考え込む愛梨を尻目に、北斗は息をゆっくりと吐いた。

　そして「あー」と呟つぶやいてから。

「チェルシー」

　イヤホンマイクでチェルシーに語りかけた。

　すると『ん？』と愛梨の耳に付けたイヤホンからもチェルシーの声が聞こえてきた。

『どうした、不良少年？』

「いや、おまえが書いた脚本ブツクだとミスコンまでの間は文化祭のデートをすることになってたよな？」

『ああ、そうだ。だが、それがどうした？』

「悪い。ちょっとだけストーリーを変えていいか？」

『変える？』

　電波の向こうできょとんとするチェルシー。

　それは愛梨も同じだった。

　そして、北斗は言う。

　目の前にいる愛梨を見つめながら──。

「ちょっとだけ、愛梨と二人きりにさせてくれ」
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　はっきり言って。

　北斗にはなぜ愛梨が自分の話を聞いてくれないのか全然理解できなかった。

　──まあ、でも、たぶん。

　何か悩んでるんだろう、と思う。

　半年間も偽恋人をやっていたんだ。それぐらいはわかる。けれど、彼女がどうして悩んでいるかという肝心の部分まではわからなかった。

　正直な話、こんな心境でデートしても全然集中できない。

　それに、楽しくない。

　愛あい梨りのテンションはやけに高かったが、たぶんそれは演技だ。心の中では何かに迷って、悩んで、進めなくなっているんだと思う。

　そんな状態の偽恋人と一緒にデートしても、楽しくない。

　もちろん、愛梨だって楽しくないはずだ。

　だから──。

「どういうつもりですか、先輩」

　屋上。

　その隅に設置された柵さくの隙すき間まから眼下に広がる文化祭の喧けん騒そうを眺めながら、愛梨は言った。

　瀬せ海かい学園の屋上は文化祭期間でも開放されていない。だからこの屋上に足を踏み入れる生徒はいない。

　でも、北ほく斗とは違う。

　北斗は以前副会長であるチェルシーからこの屋上のスペアキーをもらっていた。それはここでこっそり劇場型恋愛の練習をする必要があったからだ。

　今でも鮮明に思い出せる。

　この半年間。

　自分と愛梨とチェルシーはこの屋上でいくつもの脚本ブツクの練習をしてきた。

「どうしてこんな場所に私を連れてきたんです？　こんなところに連れて来られても、私は──」

「落ち着けって。なんでそんなに焦ってんだよ」

「べ、別に私は焦ってなんか……っ」

　そこまで言ってから、気マズそうに視線を逸そらす愛梨。

　実際、愛梨はかなり焦っているんだろう。

　本当に脚本ブツクを実行しなくていいの？

　どうしてこんな場所に連れてきたの？

　これから何をするつもりなの？

　もうすぐミスコンが始まるのに……。

　そんな不安が手に取るように伝わってきた。

「なあ、愛梨」

　だから。

　北斗は愛梨を落ち着かせるように、柔らかな口調で言葉を紡ぐ。

「おまえ、ミスコンで何をやるんだ？」

「えっ──」

　その質問を予想してなかったのか、愛あい梨りはきょとんとしていた。

「言ってませんでしたっけ？」

「言ってねえよ。前に冬とう華かと一緒にショッピングモールに行ったときに、コスプレするかもって言ったのは聞いたけど」

「………」

「……オイ、なんでそこで黙……あっ、テメエ、まさか……」

「コスプレ案はボツになりました」

「………」

　……やっぱりか。

　じゃああのときのショッピングモールでの苦労はなんだったんだ……とガッカリするのと同時に、北ほく斗とは胸の中でホッと息を吐いた。

　だって、なあ？

　やっぱり自分の好すきな女の子が全校生徒の前でコスプレをするのは、嫌なのだ。

「でも、コスプレじゃないとしたら何をやるんだよ？」

「それは……」

「おまえ、ミスコンで何をやるかは俺に誤ご魔ま化かしてただろ？　いつもだったら二人で脚本ブツクの練習をするのにさ」

　そうなのだ。

　第一次投票直前の演説会。

　体育祭。

　文化祭一日目の討論会。

　何かイベントがあるとき、北斗と愛梨は入念に脚本ブツクの練習をして、乗り越えてきた。

　なのに、今回は違った。

　ミスコン。

　それに関してだけは、愛梨はたった一人で何かを練習していたのだ。チェルシーにも訊きいてみたが、「すまん。愛梨から口止めされていてな」とはぐらかされてしまった。

　だから、北斗は知らない。

　凛りん多だ愛梨がミスコンのステージで何をやるのかも……。

「ミスコンが行われるのは、第一次投票の前に立候補者演説会をやった多目的ホールだ。で、参加者がステージに立ってアピールできる時間はそれぞれ五分」

「よく知ってますね」

「それくらい調べるよ。なにせ、去年千ち夏なつが支持者を大幅に増やしたのはミスコンだったからな」

「………」

「インターネットの動画サイトに誰かが上げた動画が残ってると思うけど、あいつがやったことは簡単だ。五分間歌っただけ。でも、それで千ち夏なつは七千人の心を掴つかんだんだ」

　当時一年生だった北ほく斗とも、その姿を目撃した。

　アピールタイムは五分間しかない。

　だから千夏が歌ったのは、メドレー。様々なヒット曲を繋つないで五分間自分の歌声を響かせただけ。それこそアイドルが歌うようなポップナンバー、誰もが知っている人気バラード、果ては洋楽のロックナンバーまで。

　いくつもの曲を、千夏はその圧倒的な歌唱力と歌声で一つにした。

　そして、気付いたら会場の空気すら一つにしてみせた。

　七千人の心を揺さぶった。

　だからこそ、凛りん多だ千夏は生徒会長になれたんだ。

　そして、千夏はもちろん今年も歌で勝負するだろう。

　一体どうやったら自分が他人の印象に残れるのか、人気を勝ち取れるのか、自分以外の誰かよりも目立てるのか……。

　千夏はそれをちゃんと理解できている。

「凛多。ミスコンで千夏に勝つことは並大抵のことじゃないぞ」

「……そんなの、わかってますよ」

「だったら、どうして俺に何をするか言わなかったんだよ？　何か話してくれれば、俺だって手伝いくらいできたかもしれないじゃねえか？」

「………」

　北斗の目線から逃れるように、愛あい梨りは俯うつむいていた。

　十数秒間。

　彼女は黙ってから。




「……ビックリ、させたかったんですよ」




「は？」

　その答えに。

　今度は北斗が黙る番だった。

　──いや、待て待て待て。

　まさか、この偽恋人は──。

「テメエ、もしかして俺にミスコンで何をやるか知られるのが嫌だったから、ずっと黙ってたのか？」

「はい」

「つまりは、ネタバレしたくなかったと？」

「はい。だって、何をやるか知られてしまったら本番を見てもビックリしないでしょ？　なので、どうせならミスコンの会場で観客として見てもらおうと思って──あいたっ!?」

　ピシッと。

　北ほく斗とは愛あい梨りのおでこにデコピンをかましていた。

「な、何をするんですか！」

「うるせえ！　それはこっちのセリフだ！　なんでテメエはそんなことをしてんだよ！」

「うっ……だって……」

「だって？」

「ミスコンで先輩に披露すれば、『すげえな愛梨！　見直したぜ！』と褒めてもらえるんじゃないかと思いまして……」

　愛梨はしかられた子供みたいにシュンと落ち込んでいた。

　その姿はいつもの落ち着いた様子とはギャップがあって、なんだか可愛かわいいのだが。

「なので先輩には黙ってずっと特訓していたのです。ドヤっ」

「偉そうに胸を張るな。で、ミスコンで何をするんだよ？」

「うっ……この際、ミスコンの本番で見てくれませんか？」

「いや、ここで見せろ」

「どうしても、ですか？」

「ああ」

「結構恥ずかしいんですけど……」

「大丈夫だ。ここには俺しかいない。チェルシーとの通話もＯＦＦにしてるからあっちにも聞こえないし」

「うっ」

　納得がいかない様子で、愛梨はうなったが。

「わかりました。でも、緊張しちゃいますね」

「今さら何言ってんだよ」

「先輩の前でやるのは初めてですし……」

「本番はもうすぐなんだぞ？　ミスコンの映像は全校放送で流れる。七千人の生徒がテメエの姿を見るんだぞ？」

　なのに、今から緊張しているようでは……。

「違いますよ」

「は？」

「七千人なんて、お茶の子さいさいですよ。全然大したことなんかありません。ただ……」

「ただ……なんだよ？」

「………っ」

　恥ずかしそうに。

　愛あい梨りは頬ほおを桃色に染めてから。

「先輩に見られる方が、ドキドキします」

「………」

　……やめろ。

　そんなこと言われたらこっちまでドキドキするだろ。

　普段の北ほく斗とだったらそれぐらいの受け答えはできそうなものだったが、今は黙るしかなかった。

　──可愛かわいい。

　素直にそう思ってしまった。

　その感情を愛梨に悟られないようになんとか平静を保とうとするが、心臓が騒ぎ出して落ち着かない。どうしよう。これじゃホントにドキドキして……。

「？　先輩、顔が赤いですよ？」

「う、うるせえ。それより、さっさとやれ。……あっ、もしかして、何か道具がいるのか？　だったら……」

「いえ、道具はいりません」

　そう言って。

　愛梨は覚悟を決めたように深く息を吸い込んで、深呼吸をしてから。

「いきますよ」

　緊張を押し殺すようにそう告げた後で。

　桜色の口唇くちびるを動かした。

「えっ──」

　目の前の光景に、北斗は思わず声を上げてしまった。

　歌。

　おもむろに、愛梨はアカペラで歌い出したのだ。

　まさか、これが彼女がミスコンでやろうとしているアピールなのだろうか？

「───っ」

　──バカかコイツは！

　思わずそう叫びそうになってしまった。

　愛梨だって自分の義あ姉ねのあだ名を知らないわけじゃないだろう。

『学園の歌姫』。

　そう呼ばれる千ち夏なつの歌声は圧倒的だ。

　北ほく斗との頭の中に蘇よみがえるのは、彼女が歌を披露したときの光景。去年のミスコン、今年の九月の校内放送、そして体育祭の選手宣誓……。

　そのすべてで。

　千ち夏なつは生徒の心を鷲わし掴づかみにした。

　なのに、まさか歌で勝負を挑むなんて──。

「───っ」

　けれど。

　そんな北斗の焦りはすぐに消し飛んだ。

　北斗には愛あい梨りが歌っている曲名がすぐにわかった。

　以前、愛梨から借りたＣＤの中に入っていた曲だ。それはもう三十年近く前にヒットしたロックナンバー。ボーカルがひどく青くさい歌詞をストレートに叫ぶパンクソング。

　それを愛梨はバラード風にアレンジして、見事に歌い上げていた。

　最初は緊張していたのか声が微かすかに震えていた気もしたが、それもすぐになくなった。代わりに顔を見せるのはバツグンの安定感。

　きっと何度も何度も練習したのだろう。

　それがわかる。

　伝わってくる。

　そんな真しん摯しな歌い方。

　別に、千夏みたいに華があるわけじゃない。

　けれど、どうしてかその歌声に、その姿に、彼女が生み出した場の雰囲気に、北斗は目が離せなくなった。

　そして、思い出す。

　──そういえば、コイツが俺の前で歌うのって初めてじゃねえよな。

　前に一度だけ、愛梨の歌声を聞いたことがある。

　確か九月だったはずだ。

　愛梨がいきなり北斗の部屋に乗り込んできて。

　劇場型恋愛の説明をして。

　断っても全然あきらめてくれなくて。

　翌日に自分の教室に殴り込みに来させて。

　そのときチェルシーが書いた脚本ブツクを自分に演じさせて。

　最初の劇場型恋愛が終わって。

　その後──。




　──ああ、そうか。




　あのときも、ここだったよな。

　ようやく北ほく斗との記憶が繋つながった。

　教室に殴り込んだ後、人ひと気けのない場所に行こうと思って自分たちはこの屋上へと来たんだ。

　そこで北斗がこれから愛あい梨りに協力することを告げると、愛梨は鼻歌を歌っていたっけ。

　今歌っているのは、それと同じ曲だ。

「───」

　北斗が回想する間にも、愛梨の歌声は止まらない。

　まるで海沿いをゆっくりと走る路線列車の車輪の音みたいに、やわらかに聴く者の心に沁しみ込こんでくる。

　そして、その歌声を聴いていると胸の中で思い出が勝手に溢あふれ出だす。

　この半年間。

　愛梨と一緒に過ごした日々が、時間が、一瞬一瞬が。

　鮮やかに、鮮やかに、鮮やかに。

　映画でも上映するみたいに北斗の心に映し出されていく。

　それは、何冊かの小説を読み返すような心地よさ。

「───」

　そして、屋上に響き渡った愛梨の歌声が止まり、バラードは終わった。

　時間にしたら、五分よりももっと短い。

　でも、愛梨の歌は──確実に、北斗の心に突き刺さった。

　思わず言葉を失なくしてしまうほど、深く。

「──ど、どうでした？」

　歌い終わった後で息を整えてから、愛梨は不安そうに訊たずねてきた。

　もしかしたら北斗が黙っているので怖くなったのかもしれない。

　そんな彼女の仕草があまりにも可愛かわいらしくて、

「あっ……」

　北斗は、思わず彼女の頭に手を載せていた。

　そのまま、ゆっくりと撫なでる。

「っ」

　瞬間、愛梨の顔が真っ赤になった。

　撫でられるのがくすぐったかったのか、一瞬だけその身体が強こわ張ばったが、彼女はそのまま身を任せるようにジっとしていた。

　そして、北斗は彼女の艶つややかな髪から手を放してから、

「すげえじゃん」

　素直な感想を、告げた。

「ビックリした。おまえって、歌が上う手まかったんだな」

「言ったでしょ？　特訓したって。ま、それを言ったら練習を始めたのはずっと昔なんですけどね」

「昔？」

「昔から、千ち夏なつは家でよく歌を歌っていましたから。千夏は成績優秀で、運動もできて、友だちもたくさんいて……それこそ完璧なお姉ちゃんでした。千夏は私が欲しいものをみんな持ってました」

「………」

「なので、私は千夏のことを一方的にライバル視してました。でも──それと同時に憧れてもいたんです。あんな風になりたいって、ずっと思ってました。だから──」

「歌を練習してたのか？」

「ええ。こっそりとですが。先輩も知ってるでしょうが、私はロックバンドが好すきなんです。昔から音楽や歌は嫌いじゃありませんでした。そのせいか練習は辛つらくなかったです。まあ、千夏の前では絶対に歌いませんでしたが」

「それは……比べられるのが嫌だったからか？」

「はい。私は、歌うのが好きです。でも、だからこそ千夏と比べて欲しくなかったんです。姉妹で比べられれば、敗まけるのはわかってますから」

「相変わらず、敗けず嫌いだなおまえは」

「いえいえそれほどでも」

　そこでやっと。

　愛あい梨りは昨日や今日のデートでは見せなかった、いつも通りの悪戯いたずらっぽいスマイルを浮かべた。

　どうやら、歌を披露したことで少し心に余裕ができたらしい。

　しかし、愛梨がミスコンのアピールに歌を選んだということは……。

「先輩。私は千夏に勝ちます」

「愛梨……」

「ぶっちゃけ、私の歌はまだまだです。けど、ミスコンのアピールとしては十分。ミスコンの舞台で私は『生徒会長の妹の方も歌が上手かったんだな』ぐらいの印象が残せればいいんです」

「ま、一般生徒は誰もおまえがここまで歌えるって知らないからな」

「はい。けれど、千夏は違います。この学園の生徒なら、一度は千夏が歌う場面を見たことがあるはずなんです。みんなが千夏のステージに期待している。つまりそれは──ハードルが上がっているってことです」

「………」

「千ち夏なつはその上がりきったハードルを飛び越えるでしょう。それが凛りん多だ千夏という女の子です。でも、私も自分に与えられたハードルを飛び越える。おそらく、私のアピールは千夏ほど期待されていないでしょうから。でも──」




　だからこそ、目立つことができる。




　熱のこもった口調で、愛あい梨りは断言した。

「みんな千夏の歌がすごいことは知っています。なのに、私は歌で勝負を挑む。それだけでも目立つはずなんです」

「目立つ……」

「もちろん、目立つだけじゃダメです。千夏ほどの華やかさはないにしろ、ある程度歌で観客を引き込まなくちゃいけない。そうすることで、やっと私のステージは完成するんです。もちろん、それはとても難しいことです。でも──」

「おまえは、そのために特訓してたんだろ？」

「──はい」

　自信たっぷりに、愛梨は頷うなずいた。

　──ああ。

　やっぱり、コイツは凛多愛梨だ。

　目の前にいる偽恋人の姿を見ながら、北ほく斗とはつくづくそう思う。

　ジミ子こ。

　そんなあだ名で呼ばれるくらい、愛梨は千夏に比べて地味だ。

　しかし、愛梨はそんなことじゃあきらめなかった。

　しつこく。

　粘り強く。

　根気よく。

　何度千夏に敗まけながらも、義姉を倒すための牙を研いできた。大人しそうな外見をしているが、愛梨の本性は勝利に執着する努力家だ。確かに、愛梨には千夏のようなカリスマ性はないだろう。そんな才能はこれっぽっちもないに違いない。

　けれど、

「───」




　間違いなく、他の才能がある。




　今聴いたステージのプランもそうだ。きっと愛あい梨りのステージは成功するだろう。

　なぜなら、彼女の歌を聴いた北ほく斗とは今愛梨が言ったこととほぼ同じ感想を抱いたのだから。

　──コイツも歌が上う手まかったんだな。

　素直にそう思えた。

　もちろんそれは千ち夏なつの圧倒的な歌に勝てるほどじゃない。それでも、愛梨の努力は伝わってきた。愛梨がどれくらい練習を重ねてきたのかを理解できた。

　きっとそれはミスコンの観客──七千人の生徒にも届くはずだ。

　だったら──勝てる。

　ミスコンじゃ千夏に勝てなくても、文化祭最終日にある最終投票では勝てる。もともと一昨日の討論会で愛梨は千夏よりも支持を集めたのだ。

　だったら、ミスコンで千夏が大勝するはずはない。

　観客の印象に最低限残る。

　それさえできれば、愛梨は──。

「でもさ、愛梨」

「？　なんですか」

　けれど。

　そこで北斗は愛梨にどうしても言いたいことがあった。

　それは千夏と兄妹だとバラすことじゃない。

　それよりも──伝えたい言葉があったんだ。




「俺は、千夏よりも愛梨の歌の方が好すきだぜ」




「えっ──」

　さすがの愛梨も、ストレートな感想に目をパチクリさせた。

「ほ、ホントですか？」

「おう。嘘うそなんかつくわけねえだろ」

「っ」

　ボッと。

　そんなベタな音がしそうなくらいに、愛梨の顔が真っ赤になった。

　そのまま彼女はあぅあぅと口をパクパクさせてから、

「ふ、ふんっ。そんなの当然ですね。これも特訓の成果です。ま、私ならこれくらいお茶の子さいさいで──」

「照れるなって」

「べ、別に照れてなんかないですよっ！」

　むぅ～とホッペタを膨ふくらませてむくれる愛あい梨り。

　その姿に、北ほく斗とはなぜか安心してしまった。

　──やっぱり。

　昨日や今日のデートのときみたいじゃなくて。

　愛梨は愛梨のままでいた方が可愛かわいくて──。




「ふぅん。そうなんだ」




　しかし。

　そこで北斗の鼓膜を揺さぶったのは、ひどく聞き覚えのある声だった。

「千ち夏なつ……」

　振り向く前に、正面にいた愛梨が北斗の背後にいた人物の名前を言った。

　そう、凛りん多だ千夏。

『学園の歌姫』なんて呼ばれた生徒会長は、副会長の白しら玉たまルナを引き連れて屋上に入って来た。





　　　　　　　＠　＠　＠






　もちろん、ルナと千夏は北斗たちが屋上に行くのもすべて見ていた。

　──どうして、屋上？

　てっきり昨日みたいに文化祭デートをすると思ったのに。

　そんな風に疑問に思ったルナだったが、

「あたしたちも行こ、るっちゃん」

　千夏の言葉に促されて、こっそりと北斗と愛梨の後を追いかけた。

　もちろん、尾行しているのだから少し距離を空けなければいけない。だから彼らが屋上に入った後で、やや時間を置いてからルナと千夏が屋上へと続くドアの隙すき間まから様子を覗のぞき込こむと──。

「いや、ここで見せろ」

　北斗が、そんなことを言っていた。

　………。

　ちょっと待って。

　見せろって、何を？

　しかもここは屋上。

　愛あい梨りと北ほく斗とは二人きりなのだ。

「どうしても、ですか？」

「ああ」

「結構恥ずかしいんですけど……」

「大丈夫だ。ここには俺しかいない。チェルシーとの通話もＯＦＦにしてるからあっちにも聞こえないし」

「うっ」

　納得がいかない様子で、愛梨は口唇くちびるを噛かんでいた。

　同時にルナの背筋を嫌な汗が伝っていく。

　……何、このベタなラブコメ漫画みたいな会話？

　まさか。

　二人きりだからってそういうことをしようってわけじゃ……。

（るっちゃん。そんなに慌てなくても大丈夫）

（！）

　思わず横を向くと、千ち夏なつが落ち着いた様子で北斗と愛梨を見ていた。

　まるで。

　これから何も起こらないと信じ切っているみたいに。

「わかりました。でも、緊張しちゃいますね」

「今さら何言ってんだよ」

「先輩の前でやるのは初めてですし……」

「本番はもうすぐなんだぞ？　ミスコンの映像は全校放送で流れる。七千人の生徒がおまえの姿を見るんだぞ？」

　戸惑うルナの視線の先で、北斗と愛梨は会話を続けていく。

　──なんだ。

　どうやら今から愛梨が見せるのはミスコンのステージでやる出し物らしい。さすがにさっきのは考えすぎだったかもしれない。いくら二人きりの屋上だからって、そんなラブコメみたいなことが──。




「いきますよ」




　しかし。

　ルナの安あん堵どは、一瞬で消し飛ぶ。

「えっ──」

　愛あい梨りが始めたのは、歌。

　あろうことか彼女はアカペラで歌い始めた。

　──嘘うそ。

　ミスコンの出し物が歌？

　どうかしてる。

　だって、向こうだって千ち夏なつが『学園の歌姫』なんて呼ばれていることを知っているはずだ。

　なのに、あえて歌で勝負するなんて──。

「───っ」

　けれど、ルナの困惑は、一瞬で焦しよう燥そうへと変わる。

　愛梨が歌っているのはバラード。

　その曲はルナも聴いたことがあった。かなり昔に流は行やった曲で、最近テレビのＣＭでカバーしたものが流れていたはずだ。だから曲の知名度的には十分。その歌を愛梨はバラード調にして歌っているのだが。

　──なに、これ。

　素直に、ルナは驚かされた。

　愛梨の歌声は千夏のように圧倒的なオーラがあるわけじゃない。

　けれど、安定感がある。

　きっと何度も何度も練習を重ねたんだろう。屋上に響くよどみのないメロディは、とても心地のよい旋律だった。

　──上じよう手ず。

　もちろん、千夏よりは劣おとっている。

　それでも──十分だ。

　これぐらい歌えるのならば、ミスコンでは十分目立てる。何より、千夏と同じように歌で勝負するということで観客の注目を集められるだろう。

　そして、その注目を裏切らないほどの歌唱力を、愛梨は持っていた。

　その証拠にルナの心に生まれるのは──焦り。

　──どうしよう。

　このままじゃ、千夏は敗まける。

　一昨日の討論会の時点で支持率は愛梨の方に傾いている。

　だから千夏はミスコンで愛梨に圧倒的に勝つ必要があった。それだけの差をつけなければ支持を取り戻せないくらいに、追い詰められていたんだ。

　なのに。

　愛梨がここまでの武器を隠し持っていたなんて──。




「すげえじゃん」




　愛あい梨りの歌が終わって。

　北ほく斗とは素直に称賛を贈った。

　そして、北斗と愛梨は会話を続ける。

　ルナの隣で。

　千ち夏なつは、ただその光景を黙って見ていた。




「ビックリした。おまえって、歌が上う手まかったんだな」

「言ったでしょ？　特訓したって。ま、それを言ったら練習を始めたのはずっと昔なんですけどね」

「昔？」

「昔から、千夏は家でよく歌を歌っていましたから。千夏は成績優秀で、運動もできて、友だちもたくさんいて……それこそ完璧なお姉ちゃんでした。千夏は私が欲しいものをみんな持ってる」




　ただ静かに。

　千夏は愛梨を見つめている。




「なので、私は千夏のことを一方的にライバル視してました。でも──それと同時に憧れてもいたんです。あんな風になりたいって、ずっと思ってました。だから──」

「歌を練習してたのか？」

「ええ。こっそりとですが」




　照れくさそうに微笑ほほえむ愛梨。

　その表情は、ルナからはとても幸せそうに見た。

　──だとしたら。

　千夏の目にはどんな風に映っているんだろうか？

　もう、ルナは隣にいる千夏の方を見れなかった。

　今の彼女を見ることなんて、できなかった。




「先輩。私は千夏に勝ちます」

「愛梨……」

「ぶっちゃけ、私の歌はまだまだです。けど、ミスコンのアピールとしては十分。ミスコンの舞台で私は『生徒会長の妹の方も歌が上う手まかったんだな』ぐらいの印象が残せればいいんです」




　──やめて。

　ルナはそう叫んでやりたい衝動にかられた。

　お願いだから。

　もう、そんな風に仲良さそうに二人で喋しやべらないで。




「みんな千ち夏なつの歌がすごいことは知っています。なのに、私は歌で勝負を挑む。それだけでも目立つはずなんです」

「目立つ……」

「もちろん、目立つだけじゃダメです。千夏ほどの華やかさはないにしろ、ある程度歌で観客を引き込まなくちゃいけない。そうすることで、やっと私のステージは完成するんです。もちろん、それはとても難しいことです。でも──」

「おまえは、そのために特訓してたんだろ？」

「──はい」




　自信たっぷりに、愛あい梨りは頷うなずいた。

　彼女を見て、北ほく斗とは安心したかのように頬ほおをゆるませた。

　たぶんそれは──千夏の前では決して見せないような、穏やかな表情だ。

　きっと、千夏が一番欲しかったものだ。




　──千夏は私が欲しいものをみんな持ってる。




　たった今愛梨はそう言っていたが、違う。

　たぶん、千夏が一番欲しかったものを愛梨はすでに──。




「でもさ、愛梨」

「？　なんですか」




　そして。

　その次の言葉が決定的だった。




「俺は、千ち夏なつよりも愛あい梨りの歌の方が好すきだぜ」




「───っ」

　ルナの横で、千夏がはっきりと息を呑のんだ。

　──無理もない。

　だって、千夏にとって歌は特別なものだ。

　伊だ達てに『学園の歌姫』なんて呼ばれてはいない。

　きっと千夏自身も何らかのこだわりを持っているんだろう。

　なのに。

　それを真正面から否定されたら、




「ふぅん。そうなんだ」




　次の瞬間。

　千夏はドアを開けて屋上へと出た。

「ち、千夏」

　ルナは思わず引き留めようとしたが、できなかった。

　ルナからは前にいる千夏の顔が見えない。

　今、自分のたった一人の友だちがどんな顔をしているのかがまったくわからない。

「千夏……」

　やってきた義姉を見て、愛梨が口を開いた。

　けれど、千夏はまるで彼女のことを無視するように。




「さみしいこと言わないでよ」




　ぎゅっと。

　北ほく斗との身体に抱きついた。

「憶おぼえてないかな？　すっごく昔のクリスマス。そのときは、あたしの歌が好きって言ってくれたじゃない。忘れちゃったの？　ねぇ──」




　にぃ。




「───っ」

　その一言に、北斗の顔が一気に強こわ張ばった。

「……にぃ？」

　たった一人だけ。

　事情を理解していない愛あい梨りが訊きき返した。

　すると、千ち夏なつは畳みかけるように、

「そうだよ、あっちゃん。北ほく斗とは──あたしの双子の兄妹なの」

「えっ……」

「だから、双子。ほら、あっちゃんの本当の両親はあっちゃんが子供の頃に離婚した。そして、母親がその数年後に再婚した。そしてお父さんの連れ子だったのがあたし。でも、あたしには兄妹がいたの」

「じゃ、じゃあ……」

「それが、にぃ。今までずっと黙っててごめんね？　でも、これは本当のことなの。あたしとにぃは紛まぎれもない血の繋つながった兄妹なんだよ」

「で、ですが、あなたは先輩に……」

「告白したね。でも、それは嘘うそなんかじゃないよ？　あっちゃんがにぃのニセモノの恋人をやってるのとは違う。あたしは、本気でにぃのことを愛してる。だから──」

　瞬間。

　千夏は北斗にキスをした。

　まるで、愛梨に見せつけるみたいに。




「あっちゃんには、にぃのことを渡さない」
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「……千夏！」

　キスしてきた千夏の身体を無理やり離してから、北斗は叫んだ。

　──最悪だ。

　まさか千夏本人から愛梨に秘密をバラされるなんて。

　しかも、午後からはミスコンがある。

　せっかく千夏に勝てる手段が見つかったのに。

「───っ」

　──いや。

　たった今重要なのはそこじゃない。

「せ、先輩？」

　顔を青ざめさせながら。

　愛あい梨りは震える声で北ほく斗とを呼んだ。

「じょ、冗談ですよね？　先輩と千ち夏なつが双子の兄妹だなんて……」

「愛梨……」

「嘘うそだって、言ってください。き、きっと、千夏がミスコン前に私を混乱させるために嘘を言っているんですよね？」

　ひどく動揺した愛梨の言葉に、北斗は応えることができなかった。

　けれど、それで十分だった。

「そんな……」

　北斗の沈黙が、答え。

　自分と千夏が兄妹だということを愛梨に教えてしまった。

「で、では……先輩が一昨日から言っていた、私に話したいことっていうのは……」

「きっとあたしとにぃが兄妹だってことを打ち明けようとしたんじゃないかな？　あっちゃんは知らないと思うけど、一昨日あたしとにぃが兄妹だってことがるっちゃんにバレちゃったんだよ。だから、にぃはあっちゃんに秘密を教えようとした」

「………」

「るっちゃんにバラされるよりも自分で教えた方がいいって思ったんだろうね～。でも、残念でした。どうしてかはわからないけど、あっちゃんはにぃの話を聞かなかった。だから、こんなことになっちゃったんだよ？」

「わ、私は……」

　フラフラと。

　おぼつかない足取りで、愛梨は後ずさった。

　その瞳が。

　涙で潤んだ瞳が、北斗を見つめる。

　けれど、北斗は彼女になんて言えばいいのかわからなかった。

　あまりにも咄とつ嗟さのことに言葉が見つからなくて──。

「───っ」

「なっ……愛梨！」

　直後、北斗が止めるのも聞かずに愛梨は屋上のドアへと向かった。

　きっと、これ以上北斗や千夏の顔を見ているのが辛つらくなってしまったのだろう。

　思わず、北斗は追いかけようとしたが、

「待ってよ、にぃ」

「！」

　掌てのひらに触れる温かい感触。

　千夏の手が、引き留めるように右手を掴つかんでいた。

「どこに行くの？」

「………」

「見たでしょ？　あっちゃんは、あたしとにぃが兄妹だって知って逃げたんだよ？　あははははは、にぃが恐れてた事態になっちゃったね？　あっちゃんはあたしがにぃのことを好すきだって知っちゃった。双子なのに、にぃが好きだって知っちゃったんだ」

「………」

「だから、逃げ出した。きっとあっちゃんはにぃを軽けい蔑べつしたと思うよ？　拒きよ絶ぜつしたくなったと思うよ？　もう偽恋人ですらいたくなくなったと思うよ？　だって、普通の人から見たらあたしたちの関係は異常だもん」

「………」

「うん、そうだよ。やっぱり、これでよかったんだ。にぃが心を開ける女の子はあたし以外にいない。にぃの本物の恋人になれる女の子は、あたししかいない。だから、にぃ。もう、あっちゃんと逢あうのはやめ──」

「黙れ」

　千ち夏なつの言葉を、北ほく斗とは強引に遮った。

　──ああ、そうだ。

　今千夏が言った通り、愛あい梨りにすべて知られてしまった。

　自分たちが異常な兄妹だって知られてしまった。

　軽蔑されたかもしれない。

　拒絶されたかもしれない。

　もう一緒にいられないかもしれない。

　本物の恋人同士になんかなれないのかもしれない──。




「それがどうした」




　しかし。

　北斗は不安を振り払うように言った。

「そんなこと、関係ないだろ」

「えっ……ど、どういうこと？」

　はっきりと。

　妹の表情が歪ゆがんだ。

　驚き、困惑、不安、そして──恐怖。

　今千夏の顔に浮かんでいるのは、そんな感情。

　その事実に、ズキリと。

　北ほく斗との心は痛んだ気がした。

　──当たり前だ。

　いくら選挙戦の敵だろうが、愛あい梨りのライバルだろうが、自分に対して異常な愛情を抱いていようが、

　千ち夏なつは妹なんだ。

　妹が自分のせいで傷ついてしまったのは、辛つらい。

　でも──北斗は今まで逃げてきた。

　きっと妹に現実を突きつけるのが嫌で、ずっと答えを言えなかったんだ。




　──もうただの兄妹のままじゃ、嫌なの。




　もう何年も前。

　あのクリスマスに妹から伝えられた言葉の答え。

「すまない、千夏」

　──もう逃げない。

　そう心に決めながら、北斗は告げる。

　あのとき伝えられなかった自分の気持ちを、伝える。




「俺は──おまえと兄妹のままでいたい」




「に、にぃ？」

「だから、俺はおまえの恋人にはなれない」

「えっ……」

「たとえおまえが俺のことをどれだけ好すきでも、それだけは変えられない」

「あっ……あ、あ、あっ……」

　突きつけられた現実が理解できないのか、千夏は顔を蒼そう白はくにしながら口をパクパクさせていた。

　そんな彼女から目を逸そらして、北斗は屋上のドアを開ける。

　凛りん多だ愛梨。

　たった一人の偽恋人。

　彼女を追いかけるために──。




「にぃ！」




　と。

　そこで響いたのは悲痛な叫びだった。

　北ほく斗とがちょうど下へと続く階段を降りようとしたところで、千ち夏なつが追いかけてきた。

　彼女の瞳は、涙で潤みきっている。




「い、嫌だ……嫌だよぉ！」




　それは。

　七千人の頂点に立つ生徒会長とは思えない姿だった。




「あたしを置いて行かないで！　あたしのことを捨てないでっ！」




　実の兄である北斗ですら。

　こんなに千夏が必死に叫ぶのを見たのは初めてだった。




「お、お願い……お願いだよっ。あたしの前からいなくならないで……。あたしは、にぃに嫌われたらどうしたらいいかわからない！　だって、あたしはにぃに好すかれたくて今までがんばってきたのに……！　にぃに到底言えないことまでしてきたのに……！」




　到底言えないこと。

　その言葉の意味はわからなかったが……確かに、努力をしてきたのは愛あい梨りだけじゃない。

『学園の歌姫』。

　そんな風に呼ばれて天才扱いされた千夏だって、努力をしていた。

　すべては、北斗に振り向いて欲しかったからだ。




「でも、それよりも怖いのはにぃがあたし以外の女の子を好きになること……あたしは、それが怖い！　自分がしてきたことがすべて無駄になることよりもずっと、怖くて仕方がない……！」




　──小学五年生のとき、にぃが全然連絡をくれなくなって……あたし、とっても寂しかったんだよ？




　九月に北斗と再会したとき、千夏はそう言っていた。




　──寂しくて、悲しくて、苦しくて、辛つらくて、痛くて、何度も泣いて、信じたくなくて、許せなくて、叫びたくて、傷つけたくて、壊したくて、それでも逢あいたくて、抱きしめたくて、キスしたくて、愛したくて、今言ったことを全部にぃにしてもらいたくて……ずっと、にぃだけのことを想おもってた。




　それほどまでに、兄のことが好すきだった。

　でも、その恋は終わった。

　他の誰でもない兄の手によって、幕を引かれた。

　だから、千ち夏なつは──。

「な、なんでも、なんでもするから！　生徒会長の座もあっちゃんにあげたって構わないっ！　だから、お願い！　あたしを一人にしないでっ！　あたしは、にぃさえいれば……っ！」

「………っ！　千夏！」

　まるで泣き叫ぶ子供みたいに。

　千夏は北ほく斗とを引き留めようと、階段の上で兄に抱きついてきた。

「!?」

　直後、ガクンッと北斗の身体が揺れる。

　いきなり階段の上で抱きつかれたのが悪かったか、それとも動揺しきった千夏が力加減を間違えたのか──。

　北斗は、千夏に抱きつかれたまま階段の上で大きくバランスを崩して、




「千夏っ！」




　ドアを開けたルナが自分たちに向かって叫ぶ姿が、北斗には見えた。

　けれど、それもすぐに見えなくなった。
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　なんだか、ひどく懐かしい夢を見ていた気がした。




　──好すきだよ、にぃ。




　遠い日のクリスマス。

　純白に染まった公園で。




　──もうただの兄妹のままじゃ、嫌なの。




　凛りん多だ千ち夏なつ。

　彼女にそう言われた記憶──。

「───っ」

　そこで、北ほく斗とは目を覚ました。

　視界に映ったのは、見知らぬ天井。反射的に上半身を起こそうとしたが、身体のあちこちがズキズキと痛んだ。

　どうやら、自分はどこかのベッドに寝かされているらしい。

　状況を確認しようとぼやけた目を擦こすっていると、




「おっはーです、先輩」




　声をかけてきたのは、ベッドサイドにいた女の子。

　凛多愛あい梨り。

　偽恋人は北斗を見守るようにベッドの横に備え付けられたパイプ椅い子すに座っていた。

「あ、愛梨？」

「憶おぼえてますか？　先輩は階段から落ちたんですよ」

「階段……」

「はい。そして、ここは病院です」

「………」

　……そうか。

　やっと思い出してきた。文化祭の三日目。ミスコンがある当日に自分はなんとか愛梨に千ち夏なつとの関係を話そうとしていたんだ。

　けれど、その前に。

　千夏が屋上で愛あい梨りに秘密をバラしてしまった。

　そして愛梨は屋上から駆けだした。

　その後、北ほく斗とは千夏に別れを告げてから愛梨を追いかけようとして、




　──にぃ！




　千夏に引き留められた。

　そのままもみ合うみたいに、階段から落ちて、それから──。

「えっ──」

　そこで、状況を確認しようとした北斗は目を見開く。

　視線の先。

　そこにあったのはベッドサイドに置かれた小さな目覚まし時計。

　時計の針が示す時刻は、午後四時。

　確か。

　ミスコンが始まるのは三時からだったはずで──。

「ホッとしましたよ。このままずっと起きなかったらどうしようかと思っちゃいました」

「………っ」

　……ゾクッと。

　嫌な予感が北斗の心臓を鷲わし掴づかみにした。




　──違う。




　そんなことがあるわけない。

　嘘うそだ、ありえない、そんなバカなことがあるか、絶対に違う……心の中で必死に否定しながらも、北斗は愛梨に訊たずねずにはいられなかった。

「……愛梨」

「はい」

「おまえ、ミスコンはどうしたんだ？」

　その声は、自分の口から出たとは思えないほどに震えていた。

　そう。

　予定通りだったらこの時間、愛梨はミスコンに出ていなくちゃいけないはずなんだ。

　北斗の脳裏に蘇よみがえるのは、屋上で聴いた愛梨のバラード。

　一体彼女はあれほどまで歌えるようになるまでどれくらい練習をしたんだろうか？　それはきっと途方もない時間に違いない。




　──私は千ち夏なつのことを一方的にライバル視してました。




　屋上でそう言っていたように、愛あい梨りは昔から千夏に敗まけてきた。

　自分が大だい好すきな歌でさえも、敵かなうことはなかった。

　だからこそ、努力したはずなんだ。




　──先輩。私は千夏に勝ちます。




　北ほく斗とに向かって、はっきりと宣言するほどに。

　自信と実力を手に入れた──はずなんだ。

　なのに……！




「……決まってるじゃないですか」




　北斗の問いに答えるように。

　愛梨は、花弁のような口唇くちびるを動かした。

「私はミスコンに出ませんでした。ずっと……先輩と一緒にいましたから」
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「バカかテメエは！」

　思わず、北斗は怒鳴ってしまった。

　頭の中では理性が『落ち着け』だとか『冷静になれ』だとか言ってくるが、とてもじゃないがクールダウンできそうにない。

「なんでだ！　どうしておまえはこんなところにいる!?」

「さっきも言ったでしょ？　先輩は階段から落ちたんです。結構な騒ぎだったんですよ？」

「………っ」

「騒ぎに気付いた私が引き返したら……ちょっとした人だかりができていました。そこにいたのは、副会長の白しら玉たまさん、事態を聞いてやってきた先生が二～三人、そしてひどく取り乱した千夏でした」

「………」

「白しら玉たまさんに話を聞いて、先輩が階段から落ちたことを教えてもらいました。そして、そのときに頭を打って気絶してしまったことも。もしかしたら、危険な落ち方をしてしまったのかもしれない。だから、救急車を呼ぶことになって……」

「……テメエが、俺に付き添ったのか？」

「はい」

「……どうしてだ？」

「だって、私は先輩の偽恋人で──」

「だからってミスコンの舞台を捨てる必要はなかっただろ！」

　胸の中に渦巻く感情をぶちまけるように、叫ぶ。

　もちろん、北ほく斗とだってわかっている。

　愛あい梨りがミスコンに出られなかったのは、自分のせいだ。

　あのとき、屋上に愛梨を呼び出さなかったら。

　ミスコンで何をやるのか問い詰めていなかったら。

　千ち夏なつと話なんかしていなかったら。

　階段から落ちなかったら。

　きっと、愛梨は舞台に立っていたのだ。

　七千人の生徒の前で、この日のために用意した歌声を響かせていたはずなんだ。

「落ち着いてください。今先生を呼んできます。先生はお医者さんと話をしていますので」

「えっ……」

　……待て。

　今、愛梨はなんて言った？

　先生？

　それは、つまり。

「愛梨。まさか、教師の誰かが俺に付き添ってくれてたのか？」

「当たり前でしょ。ちなみに、付き添ってくれたのは先輩のクラスの担任の方で──」

「そんなことはどうでもいい！　俺が言いたいのは、どうしておまえまで来たのかってことだ！　他に誰も付き添い人がいなかったんなら、おまえが来ても仕方なかったかもしれない！　でも、違うんだろ!?　俺には教師が付き添ってたんだ！」

「そうですね」

「『そうですね』って、おまえ……！」

　あくまで冷静な愛梨の口調に、北斗は困惑するしかなかった。

　──どうしてだ？

　今自分で言ったように、付き添いの教師がいるのなら愛梨が来る必要はなかったはずだ。いや、仮に教師が来なかったとしても代役を頼めばよかったんだ。同じくミスコンに出る冬とう華かは無理だとしても、たとえばチェルシーや後援会の誰かに……。

　なのに、どうして愛あい梨りはここに来たんだ？




「……私だって、どうしてだろうって思いましたよ？」




　沈黙する北ほく斗とに、愛梨は静かな口調で言った。

「先輩と千ち夏なつが双子だって話を聞かされて、頭が真っ白になって、思わず逃げちゃって……そして、引き返してみたら、先輩が倒れてて、動かなくて、ま、まるで死んじゃってるみたいで……」

「………」

「あの千夏がすごい取り乱していて、私のことなんか全然目に入っていなくて……最初は、千夏も先輩に付き添おうとしたんですよ？」

「……千夏が？」

「はい。でも、近くにいた白しら玉たまさんと先生たちが止めたんです。千夏はミスコンに出なくちゃいけません。それに、あのときの千夏は付き添いができるほど冷静には見えなかった……。普段の完璧な生徒会長じゃありませんでした」

「………」

「もちろん私も、『付き添いには来なくていい』って先生に言われたんです。ちぃちゃんに連絡をしたときも、『わたしが代わりに行くから愛梨はミスコンに出ろ！』って怒鳴られちゃったくらいで……。けど、気付いたら、私は先輩と一緒にいることを選んでました」

「………」

「自分でも、ずっと不思議でした。こう言っちゃなんですが、私だってミスコンのための準備を──いえ、千夏に選挙で勝つための準備をしてきたんです」

　まるで懐かしむように。

　愛梨は一度天井を見上げてから。

「生徒会長になるためには千夏に勝たなくちゃいけない。私と先輩が半年間も劇場型恋愛を続けてきたのは、全部そのため。ミスコンをすっぽかしたら、すべて台無しになるかもしれない。なのに──」




　私は、先輩の傍そばから離れることができませんでした。




「───」

　その言葉は、北斗の胸に深く深く突き刺さった。

　──じゃあ、何か？

　愛あい梨りは生徒会長になることよりも、俺を選んだって言うのか？

　北ほく斗との中で生まれたのはそんな結論だった。

　普通だったら信じられない事態だ。

　だって、自分は知っている。

　愛梨が千ち夏なつに勝つためにどれだけ努力したかを……身を持って理解している。

　劇場型恋愛。

　この半年間の偽恋人としての生活も、すべては凛りん多だ千夏に勝利するため。

　瀬せ海かい学園の生徒会長になるため。

　それが──愛梨の夢だったはずだ。

　義あ姉ねに勝つという、幼い頃から追いかけ続けた夢だったはずだ。

　あと少しで、それに手が届いた──かもしれないのに。

「先輩」




　凛多愛梨は、葛くず原はら北斗のことを選んだ。




「ちょっとだけ、フライングさせてください」

「フライング？」

「前に言いましたよね？『選挙が終わったら、私と話をしてくれませんか？　大事な話が……ありますから』って」

「………」

「私はあのときの言葉わたしを裏切ります。まだ選挙は終わっていません。私はミスコンには出ませんでしたが、結果はまだわからない。それでも──先輩に伝えたい。伝えなくちゃいけないと思ったんです」

「愛梨……」

「先輩は、千夏のお兄ちゃんなんですよね？」

「──ああ」

「千夏が先輩に告白したのも、嘘うそじゃないんでしょ？　あの子は真剣に先輩のことが好すきなんだと思います。私だってもう十年以上も千夏の義妹いもうとをやってきたんです。それぐらいはわかります」

「……そっか。じゃあ、わかるだろ？　俺と千夏は普通の兄妹じゃないんだ。きっと、俺たちは傍はたから見たら異常な関係で──」

「そんなことは関係ありません」

　懺ざん悔げじみた北斗の言葉を遮るように、愛梨は断言した。

　その顔は、もう迷っていなかった。

　昨日や今日のデートのときに瞳に浮かんでいた憂いはない。

　ただ真まっ直すぐに、北ほく斗とを見つめている。

　この半年間一緒にいた、偽恋人を。

「千ち夏なつと先輩が兄妹だって聞いて……最初は『どうして私にそのことを言ってくれなかったんですか!?』って思いました」

「………」

「でも、先輩は私だから言いたくなかったんじゃないですか？　私が、あなたの偽恋人だったから」

「………」

「それに、たとえ千夏と先輩が兄妹でも、千夏が先輩のことを好すきでも、過去に千夏と先輩に何かがあったのかもしれなくても、先輩が千夏のことを好きだとしても──関係ありません。関係なんか、ないんです」

「………」

「ホントは、選挙が終わるまで待とうって決めてたんです。でも、私はもう抑えきれないんです。私は千夏に勝って、この学園の生徒会長になりたい。それが私の夢でした。でも──それと同じくらい、先輩と一緒にいたいんです。それが私のもう一つの夢なんです」

「もう一つの夢……」

「はい」

　覚悟を決めるみたいに、愛あい梨りは深く息を吸い込んだ。

　その姿に、なぜか北斗は千夏を思い浮かべた。

　遠い昔のクリスマス。

　あのとき自分の気持ちを告げてきた妹の姿が鮮明に浮かんできたが、




「私は、先輩が好きです。だから──」




　その光景が。

　塗りつぶされる。




「もう、ただの偽恋人じゃ嫌なんです」




　精一杯の勇気を振り絞って、愛梨は告げた。

　告白。

　ただただ真っ直ぐに愛梨は、自分の気持ちを告げてきた。

　──どうしよう？

　と考えるヒマは北ほく斗とにはなかった。

　自分の気持ちに気付いたのは、体育祭だ。

　凛りん多だ愛あい梨り。

　いつもはひねくれているが、決してあきらめない情熱を胸に秘めた偽恋人。

　自分を変えてくれた彼女。

　それに、今ならわかる。




　私たちはあくまで偽恋人。これから選挙で勝利することだけに集中しなくちゃいけないんです。




　以前、愛梨はそう言っていた。




　だから……間違っても、私のことを好すきにならないでくださいね？　私も……先輩のことを、絶対に好きにならないようにしますから。




　まるで自分に言い聞かせるように、北斗にそう言っていたんだ。

　もしかしたら、愛梨は昔から自分のことを想おもってくれたのかもしれない。

　けれど、彼女には夢があった。

　生徒会総選挙。

　そこで凛多千ち夏なつに勝つこと。

　それには今日のミスコンは絶対に欠席できないイベントだった。

　なのに、愛梨は葛くず原はら北斗の傍そばにいてくれた。




　──私は、先輩の傍から離れることができませんでした。




　どれだけ愛梨が生徒会総選挙で勝ちたかったか。

　北斗はそれを十分理解してるつもりだ。

　だから、この告白が軽くないこともわかった。

　愛梨は抱いていた一つの夢を捨てる覚悟をしてまで、もう一つの夢を掴つかもうとしてくれたのだ。

　葛原北斗と本物の恋人になる。

　そんな夢を。

　だから──。

「!?」

　愛あい梨りからの告白に応えるように、北ほく斗とは彼女にキスをした。















　そして──。




「俺も、愛あい梨りが好すきだ」




　数秒間お互いの体温を伝え合った後で、答えを伝えた。

　愛梨からの告白。

　それに対する自分の気持ちを──。

「………っ。先輩……」

　瞬間、微かすかに愛梨の瞳が潤んだ。

　──もしかしたら。

　彼女は不安だったのかもしれない。

　もし本物の恋人になれなかったらどうしよう？

　このまま偽恋人でいてくれって言われたらどうしよう？

　そんな不安に怯おびえていたのかもしれない。この数すうヵか月げつ間愛梨のことを想おもってきた北ほく斗とには、その気持ちが痛いくらいにわかった気がした。

　きっと。

　それが、恋をするってことだ。

「先輩、好きです」

「おう」

「大好きです」

「……なんか、連呼されると恥ずかしいな」

「ふふっ。何を言ってますか。これくらい慣れてもらわないと困りますよ。だって──」

　ちゅっと。

　今度は愛梨の方から北斗にキスをしてから。




「私たちは、これで本当の恋人になれたんですから」




「───っ」

　そのセリフに、不覚にも北斗はクラっとしてしまった。

　──マズい。

　可愛かわいすぎだろ、俺の偽恋人──いや、恋人。

　心臓が高鳴りっぱなしで爆発しそう。好きだ、好きだ、好きだ、好きだ……そんな言葉が感情から溢あふれ出でて止まらなくなる。

「えっ、先輩？」

　気付いたら、北ほく斗とは愛あい梨りのことを抱きしめていた。

　もう感情を止めることができなかったのだ。

　愛梨も一瞬だけ戸惑ったようだけど、まるで受け入れるように抱きしめてくれた。

　そのまま。

　もう一度、キスをしようとして──。




「──どうして？」




　しかし。

　そこで聞こえたのは、涙に染まった声だった。




「どうして、にぃとあっちゃんがキスしてるの？」




　凛りん多だ千ち夏なつ。

　きっとミスコンを終えて、病院へとやってきたんだろう。

　病室の入り口に佇たたずむ彼女は、見開いた目で北斗と愛梨を──自分の兄と義妹いもうとを見つめていた。

「千夏……」

　愛梨と抱き合ったままで、北斗は妹の名を呼ぶ。

　どうして千夏がここに来たのか？

　それはきっと兄のことを心配してくれたからだろう。救急車に付き添うことはできなかったが、心配で心配で仕方がなかったに違いない。

　だから様子を見に来てくれたのだ。

　そして──。




「──ああ。そっか」




　現実を、知ってしまった。

　愛梨と北斗が恋人同士になったことを、理解してしまった。

　その事実を証明するみたいに、千夏は瞳から一ひと筋すじの涙をこぼしてから。




「にぃは、本当にあっちゃんのことを選ぶんだね？」




「───っ」

　その言葉に、北ほく斗との心は締めつけられた。

　でも、もう答えは決まっている。

　覚悟。

　そんなものは今日の屋上で決めたんだ。

　あのとき凛りん多だ愛あい梨りを追いかけると決断したときに、決まっていたんだ。

　だからこそ──。




「千ち夏なつ」




　迷うことなく。

　北斗は千夏に伝える。

　今自分が伝えるべき言葉を──。




「俺は、愛梨のことが好すきなんだ」




「───っ」

　愛梨は、何も言わなかった。

　千夏の顔を見たら何も言えなかったのかもしれない。

　そして、静せい寂じやくが病室を満たした後で。

「───っ。千夏！」

　千夏は、無言で駆け出した。

　そのまま彼女は一目散に病室を出る。去っていく妹の瞳には、大粒の涙が浮かんでいた。

　昔の北斗だったら追いかけていたかもしれない。

　けれど、できなかった。

　今の北斗には、去っていく妹の姿を見送るしかなかった。









　第六話　　なあなあ






「このリア充どもがぁ───────っ！」

　文化祭最終日の朝。

　葛くず原はら家のリビングのテーブルで、チェルシーが叫んだ。

「チェルシー。何を叫んでるんだよ」

「いや、一回このセリフを叫んでみたかったんだ。しかし、結局きみたちは付き合うことになってしまったのか。まぁ、遅かれ早かれこうなると思ったが」

「もうこの際だからもっと見せつけてくれた方がいいんじゃない？　そっちの方が冬とう華かも失恋のショックからいち早く立ち直れるわ」

「冬華さん……」

「だぁああああんたも申し訳なさそうな顔しないでよ！　お兄ちゃんは愛あい梨りを選んだの！　だったら仕方ないじゃない！　冬華だってお兄ちゃんが誰かと付き合うのはやだけど、愛梨だから認めてあげたところもあるのよ！　他のヤツなら絶対に別れさせるもん！」

「物騒なことを言うなよ……」

　今リビングにいるのは、北ほく斗と、愛梨、冬華、チェルシーの四人。

　今日は文化祭最終日。

　そして、最終投票がある。

　そのために最後の打ち合わせをしようということになったのだ。というわけで、北斗が作った朝食を食べながらテーブルを囲んでいるわけである。

「では、状況を確認するぞ」

　焼き立てのトーストに苺いちごジャムを塗りながら、チェルシーが話し出した。

「これまで愛梨と千ち夏なつの支持率は、わずかにだが愛梨がリードしていた。しかし、愛梨は一昨日のミスコンをぶっちしてしまった」

「すみません、ちぃちゃん」

「謝るな。何事もトラブルは付きものだ。不良少年が怪け我がをしてしまったのなら、仕方ない。ところで、きみの怪我はいいのか？」

「ああ、ばっちりだ。一昨日は色々検査とかがあるから入院したけど、昨日の昼には退院できたしな」

　実際、階段から落ちた傷は軽傷だった。

　千夏の方も北斗がクッションになったせいか、ほぼ無傷のはずである。

「まあ、確かに愛梨はミスコンには出れなかったわ。でも、大丈夫。きっとまだ勝ち目はあるから。だって、生徒会長のミスコンのステージはボロボロだったもん」

「昨日も聞きましたが、それは本当なのですか」

「ああ。千ち夏なつは去年と同じように、ステージ上でいくつかの曲を歌ったが……あきらかにいつものキレはなかった。いつもはマイクパフォーマンスで観客を盛り上げるが、それすらロクにできていなかったしな」

「そうですか……」

　少しだけ、愛あい梨りは心配そうな顔をしていた。

　──無理もない。

　千夏は生徒会総選挙で戦わなくてはいけない敵だ。そして、幼い頃からライバル視していた因縁の相手でもある。

　それでも。

　ずっと一緒に暮らしてきた義あ姉ねであることは違いないんだ。




　──どうして、にぃとあっちゃんがキスしてるの？




　北ほく斗とも一昨日の光景が忘れられなかった。




　──にぃは、本当にあっちゃんのことを選ぶんだね？




　千夏は、兄に対して異常な愛情を抱いていた。

　けれど北斗はそれを否定した。

　これ以上ないくらい、はっきりと。

　千夏は階段から落ちた北斗のことが気になっていたんだろう。ミスコンのステージで本調子の歌が歌えなかったくらいなのだ。

　だが、その後。

　病院で千夏が、愛梨と北斗が恋人同士になったと知ってしまったとしたら……。

「おそらく、千夏はかなりのショックを受けていると思う」

「……そうだな。その証拠に、昨日は学園を休んだみたいだし」

「まあ……無理もないよ。生徒会長ってお兄ちゃんのことが好すきだったんでしょ？　しかも、お兄ちゃんが恋人に選んだのは自分が今までずっと勝ってきた愛梨。自分の義妹なんだよ。冬とう華かだったら……しばらく立ち直れないと思う」

　悲しそうに、冬華は呟つぶやいた。

　もしかしたら冬華は千夏に共感しているのかもしれない。

　今は平常通りに振ふる舞まっているが、冬華だってまだ完璧に失恋のショックから立ち直ったわけではないのだろう。

　ただ、それでもここにいてくれるのは、愛あい梨りの友だちとして彼女をサポートするため。

　冬とう華かがそう決断してくれたからだ。

「では、本題に入るぞ。《セカイネット》の世論調査では、愛梨と千ち夏なつの支持率はほぼ同じ。いや、若干愛梨が負けているかな」

「私はミスコンに出れませんでしたからね」

「でも、お兄ちゃんが怪け我がをしたことはウワサで学園中に広まってるでしょ？　掲示板にもそういう書き込みがあったし。だから愛梨がお兄ちゃんに付き添うために仕方なくミスコンを欠席したってことを生徒は知ってるはずで──」

「でも、愛梨がミスコンを欠席したのは事実なんだろ？　対して、千夏はボロボロになりながらもミスコンのステージをやりきった。だから圧倒的とはいかなくても、少し支持率が上がったんだ」

　だから、現時点の愛梨と千夏の支持率はほぼ同点。

　勝負の行方は最終投票の前の最終演説にかかってくる。

　もちろん、楽観はできない。

　千夏は大舞台でスピーチするのは慣れてるし、なんといっても昨日のミスコンで失敗してしまったことを自覚しているはずだ。

　きっと今日はその失敗を取り返すつもりで来るに違いない。

　さらには彼女の右腕である白しら玉たまルナが何か策さく略りやくを考えている可能性もある。

　最終演説で喋しやべるのは二人。

　立候補者。

　そして、その応援演説をする生徒が一人。

　今のところ愛梨陣営は、愛梨と北ほく斗とがスピーチをすることになっているが……。

「しかし、今年の生徒会選挙は荒れたな」

　ホットコーヒーを飲みながら、チェルシーが告げた。

「まさかここまで勝負がもつれ込むとは思っていなかった」

「お疲れです、ちぃちゃん」

「まぁな。わたしは現生徒会のメンバーだし、文化祭は色々と忙しい。それに、色々とトラブルがあって」

「トラブル？」

「瀬せ海かい学園の生徒会総選挙は、会長、書記、会計、そして二人の副会長を決めるものだ。もっとも二人のうちの副会長の一人は推薦で決まるのだがな」

「スターダストさんは、去年会長に推薦されたのよね？」

「わたしを名字で呼ぶな。だが、冬華の言う通りだ。選挙で決まる副会長はルナでほぼ決定だろう。今年はあいつ以外誰も副会長の立候補者がいなかったからな」

「ああ、そういえばあいつって去年の選挙でメチャクチャやったんだっけな……」

　具体的に言えば、自分以外の副会長立候補者の情報を徹底的に調べ上げて、軽く脅したり、仲間に引き入れたり、罠わなに嵌はめたりして、全員辞退に追い込んだのだ。

　まあ、その代わり他の立候補者が所属している部や委員会を生徒会の予算会議で優遇してやったらしいが。

「今年はあいつ以外にもトラブルを起こしたヤツがいた」

「えっ、そうなのか？」

「ああ。会計の立候補者の男子生徒だ。ソイツは二年生で、支持率的にぶっちぎりで選挙に勝てると評判だったんだが……」

「だが？」

「昨日になって、ワイロが判明した」

「ワイロって……こんな土壇場でですか？」

「土壇場だからこそ、みんな粗がないか念入りに調べるのさ。その結果、ソイツはいくつかの委員会や部活動に自分を支持するよう取引を持ちかけていたことがわかった。見返りは、来年度の予算の優遇だ」

「なんだかやってることが白しら玉たまさんと似てない？」

「あいつの場合はバレなかったがな。それに、」

　コホンとチェルシーは一度咳せき払ばらいをしてから。

「ルナはなんだかんだ言っても副会長としては優秀だ。あの独特のキャラクターのせいか隠れファンも多いらしいし……って、話を戻すか。要はその男子が選挙からリタイアしたということだ」

「じゃあ、会計の立候補者は……」

「残った立候補者は三人。しかし、今までぶっちぎりでリードしていたソイツがリタイアしたせいで、あまり支持率を集めていなかった二人で争われることになった」

「なんだか、すごい展開ですね」

「だろう？　しかも立候補者の一人は一年生で、あろうことかその子は『どどどどどどうしましょうスターダストさん!?　このままじゃ私、生徒会メンバーになっちゃうかもしれません！』と昨日生徒会室に相談に来た。ぶっちゃけ、かなり面倒くさかった……」

「なんだか、面白そうな人ですね」

「どこがだ！　あいつはわたしを名字で呼んだんだぞ！　あいつが生徒会のメンバーになるのはごめんだ！」

　ぷんすか怒るチェルシー。

　赤髪を振り乱しながら、彼女はカップに入った牛乳をゴクゴクと飲みほした。

「ともかく。わたしが言いたいのは生徒会総選挙にトラブルは付きものということだ。最後まで何が起こるかわからん。だから、気を引き締めていけ」

「そうですね。でも──」

　はふぅ、と愛あい梨りは一度息を吐いた後で。

「ありがとうございます、ちぃちゃん」

「は？　なぜお礼を言う？」

「私がここまで来れたのは劇場型恋愛という手段を考えて、脚本ブツクを書いてくれたちぃちゃんのおかげでしょ？　だから、ありがとうございます」

「むっ……そこまでかしこまられると恥ずかしいが……」

「それに、冬とう華かさん」

「え、冬華？」

「はい。冬華さんも劇場型恋愛を手伝ってくれたじゃないですか」

「い、いや、冬華の場合は手伝った期間が短かったし、冬華も書記に立候補してるからそこまでたくさん手伝いは……」

「けど、たぶん冬華さんがいなかったら私は今ここにいませんでしたよ？」

「うっ……」

　素直に感謝を告げられて、赤くなるチェルシー＆冬華。

　──ああ、そうか。

　今日で終わるんだな。

　今年の九月に始まった劇場型恋愛。

　生徒会総選挙。

　それがついに終わるんだ。

　瀬せ海かい学園総生徒七千人。

　その頂点に立つ生徒会長を決める、今日この日に。

「もちろん、先輩にも感謝してますよ？」

「サンキュー。でも、俺もおまえに感謝してるぜ？」

「えっ……」

「だって、俺はおまえがいなかったらきっと燻くすぶったままだったからな。三年前に千ち夏なつに敗まけてから俺はずっと立ち直れなかった。でも、おまえのおかげでまたこうして前を向いて歩けるようになった。だから、ありがとな」

「先輩……」

　胸のあたりをぎゅっと押さえた後で、愛梨は「いえ、こちらこそありがとうございます」と嬉うれしそうにはにかんでくれた。

　それはきっといつもの嘘うそデレなんかじゃない。

　だって。

　自分たちは、本物の恋人になれたのだから……。

「ん？」

　と。

　そこで北ほく斗とのスマホに着信があった。ディスプレイを見てみると、そこに表示された名前は──。

「副会長？」

　白しら玉たまルナ。

　そういえば、彼女は千ち夏なつからこのスマホの番号を教えてもらっていたはずだが。

「おや。どうして白玉さんから電話がかかってきているんですか、先輩」

「！」

　思わず横を向くと、愛あい梨りが少しだけ不満そうにスマホの画面を覗のぞき込こんでいた。

「というか、なんで白玉さんの番号を知ってるんです？」

「いや、これは……」

「いつの間に連絡先を交換したんですか？」

「………」

　……どうしよう。

　なんだか浮気現場を彼女に踏み込まれた彼氏みたいなノリになってしまった。チェルシーと冬とう華かに助けを求めようとしたが、「お兄ちゃんサイテー」「やるなぁ不良少年」というからかうような声が聞こえてきた。

　どうやら助けてくれるつもりはこれっぽっちもないようだ。

「お、落ち着け、愛梨。俺は別に副会長から連絡先をもらったわけじゃない。あっちが俺の電話番号を知ってたんだ」

「？　どうしてです？」

「千夏から教えてもらったらしいんだよ。それで、俺に取引を持ちかけるために電話してきたことがあったんだよ」

　そう、以前ルナから電話をもらったのは自分たちの仲間になって欲しいという取引を持ちかけられたときだった。

　でも──。

「───」




　だとしたら、今日は何の用だ？




　ルナも一昨日屋上にいた。

　だったらもう北ほく斗とに取引を持ちかけようがないことはわかっているはずだ。

「……先輩」

「ああ、わかってるよ」

　緊張した様子の愛あい梨りに促されるように、電話に出る。

「もしもし？」

　すぐさま問いかけてみるが、返答は無音。

　──いや。

　気のせいか。

　微かすかにだが、誰かが泣いているような嗚お咽えつが聞こえて……。




『……助けて』




「えっ──」

　やっと電話口から届いたのは、掠かすれきったルナの声だった。

　でも、待ってくれ。

　──助けて、だって？

　コイツは一体何を言っているんだ？

　スマホを握っている北斗の背中に悪寒が走る。

　なんだか、ひどく嫌な予感がして……。

『た、助けて、ルーシー』

　ルナは。

　震える声を精一杯絞り出しながら、まるですがるみたいに言葉を紡ぐ。




『千ち夏なつのことを、助けてあげて』





　　　　　　　＠　＠　＠






　最終投票。

　それが始まるのは、文化祭最終日の午後五時から。そして、その結果を左右する立候補者による最終演説は午後三時から。

　会場は瀬せ海かい学園が誇る一万人クラスの観客を収容可能な多目的ホール。

　立候補者は自分のスピーチまで待合室で待機するのが通例だったのだが──。

「やっぱり、千夏から連絡はないのか？」

　愛梨の待合室。

　そこで北ほく斗とは目の前にいるルナに問いただした。

　彼女はいつもと違って制服姿。

　どうやら、キグルミを着る余裕すらないらしい。彼女は俯うつむいたままで言葉を紡ぐ。

「……うん。今朝から何度も連絡してるのに、だめ。実家の方にもかけてみたけど、千ち夏なつは出かけたって言われて……」

「じゃあ、やはり」

　待合室の椅い子すに座ったチェルシーが口を開いた。

「千夏は、行方不明なのか？」

「………っ」

　きゅっと口唇くちびるを噛かみしめるルナ。

　このリアクションから察するに、千夏の行方は本当にわからないのだろう。今朝電話で事情を説明されたときはこれもルナの策さく略りやくなんじゃないかとも思ったが、彼女の顔を見たらそんな考えは吹っ飛んだ。

　きっと嘘うそなんかじゃない。

　ルナは本気で千夏を心配している。

「でも……どうするんですか？　今の時刻は三時半。もうすぐ会長のスピーチが始まる時間ですよ？」

　優等生モードになった冬とう華かが答えた。

　書記の立候補者である冬華はすでに自分のスピーチを終えていた。今年の入学式で新入生代表の挨拶をした優等生だけあってか、生徒の反応は上々。おそらく、冬華は書記として当選できるだろう。

　でも、今の問題は千夏だ。

　彼女が自分のスピーチの直前になっても現れないということで──。

「ちぃちゃん。もし立候補者がスピーチの時間までに現れなかったら、その立候補者はどうなるんですか？」

　スピーチの原稿が書かれた紙を手に持った愛あい梨りが訊たずねる。

　すると、チェルシーは「ふん」と息を吐いてから。

「決まっているだろう。当然、リタイアだ」

「………っ」

「立候補者には最終演説を行わなければいけない義務がある。自由参加のミスコンとは違うんだ」

「そんな……」

「応援演説ならまだしも、最終演説を欠席することはできない。それは現生徒会会長の千夏だろうと例外じゃない」

「じゃあ、千ち夏なつは……」

　本当にリタイアなんですね、と愛あい梨りは呟つぶやいた。

　その顔に浮かんでいるのは、困惑。

　当然だ。

　子供の頃から愛梨はずっと千夏に勝ちたかった。高校に入ってからはこの学園の生徒会長になるために努力してきた。

　なのに。

　千夏は自分でリタイアしてしまった。

　つまり──。

「───」




　生徒会総選挙は、愛梨の勝利だ。




　このまま愛梨が最終演説を行えば、愛梨は次期生徒会長になれるだろう。元々愛梨と千夏の支持率は拮きつ抗こうしていた。

　だとしたら千夏がリタイアしたら、愛梨が勝つに決まっている。

　でも、

「愛梨は、それでいいの？」

　戸惑う愛梨に話しかけたのは、冬とう華かだった。

「冬華さん……」

「今の話が本当なら、愛梨は生徒会総選挙で勝てるわ。でも、本当にそれでいいの？　あなたはそれで納得できるの？」

「納得……」

「だって、こんなの不戦勝もいいところじゃない。会長がスピーチをすっぽかしたから勝ったなんて勝ち方で……大丈夫なの？　もしかしたら、生徒も納得できないかもしれないんじゃない？」

「………っ」

　……そうだ。

　今日は生徒会総選挙の最終日。

　生徒が見たがっているのは、愛梨と千夏の最後の戦い。

　二人のスピーチを見て、聞いて、感じて、どちらがこの学園の生徒会長にふさわしいか判断したいに決まってる。

　なのに。

　ここで愛梨が不戦勝で勝ってしまったら──。

「愛あい梨りが生徒会長になったことに納得できないヤツが出るかもしれないってことか」

　たとえば、千ち夏なつの熱狂的なファンとか。

　正面から勝ったならまだしも、不戦勝で勝ってしまったらしこりができる。それは愛梨が生徒会長になった後も影響するかもしれない。

　不戦勝で生徒会長になった。

　そんな不ふ名めい誉よな烙らく印いんが押される可能性もある。

　──いや。

　そもそも、千夏はどこにいるんだ？

　ルナの話だと、千夏は昨日から連絡が取れないらしい。もちろん、その原因は北ほく斗とにはわかっている。

　一昨日の病院。

　そこで北斗は千夏に愛梨を選ぶことを伝えた。

　そのことで千夏がショックを受けたとしたら──。

「……お願い、ルーシー」

　そこで涙声を振り絞ったのは、ルナだった。

　彼女はすがるように北斗の手を取ってから、

「千夏のことを、助けて……」

「副会長……」

「い、今まで散々悪巧みをしてきたわたしがこんなことを言うのは虫がよすぎるってわかってる……で、でも、なんだか嫌な予感がするのっ。も、もしかしたら千夏はもう帰ってこないんじゃないかって……そんな気がするっ」

「………」

「だから、お願いっ。千夏のことを、見つけてあげてっ。あの子は、きっと待ってる。あなたに見つけてもらえるのを……」

「でも、俺は……」

「わかってるっ。ルーシーは凛りん多だ愛梨のことを選んだんでしょ？　たぶん、千夏がいなくなっちゃったのもそのせい。でも……だからこそ、千夏のことを見つけてあげてっ。千夏を見つけてあげられるのは……」




　あの子の兄妹である、あなただけっ。




「───っ」

　兄妹。

　そう自分たちは血を分けた兄妹だ。

　凛りん多だ千ち夏なつ。

　子供の頃から兄に異常な感情を抱いてきた妹。

　だとしたらルナの言う通り、自分なら見つけられるのかもしれない。

　いなくなってしまった、妹を──。

「───」




　だが、どこにいる？




　千夏とは連絡が取れないし、実家にもいない。

　だとしたら、どこにいる？

　千夏は一体どこで兄を待っている？

「！」

　──そうだ。

　たぶん、あそこだ。

　思い浮かぶのは、幼い頃の思い出。

　千夏はたぶんあそこにいる。

　あの場所で、葛くず原はら北ほく斗とのことを待っている。

「──先輩」

　そこで、声をかけてきたのは愛あい梨りだった。

「もしかして、千夏の居場所に心当たりがあるんですか？」

「それは……」

「ナメないでください。私はあなたの恋人ですよ？　あなたが何を考えてるか判断するくらいお茶の子さいさいです」

「………」

「普通だったら、私はあなたを止めなくちゃいけないんだと思います。だって、私は先輩の恋人ですから。千夏のところになんか、行って欲しくないに決まってます。けど……」

　ぎゅっと。

　愛梨は自分の胸を押さえてから。




「私は、千夏の義妹いもうとでもあるんです」




「だから、あの子を見つけてあげてください」

「───っ」

「それに、私が生徒会長になるためには千夏が必要です。悔くやしいですが、あの子がいなければ私の選挙は終わりません。それに私はこんななあなあの展開のまま、生徒会長になりたくないんです」

「でも、俺が行っちまったらおまえの応援演説は──」

「それは大丈夫じゃない？」

　北ほく斗との疑問に応えたのは、冬とう華かだった。

　妹はぽんっとチェルシーの肩を叩たたいてから。

「だって、ここにはちぃちゃんがいるもん」

「は？　ちょっと待て冬華。わたしはスピーチなんか──」

「でも、ちぃちゃんはさっき言ってたでしょ？『応援演説ならまだしも、最終演説を欠席することはできない』って。つまり、ちぃちゃんが応援演説をする兄さんの代打をしても何の問題もないでしょ？」

「そ、それはそうだが……」

「ちぃちゃんは現役の副会長。そして、ギリギリまで愛あい梨りや会長と次期生徒会長の座を争っていたライバルでもあるわ。だったら──十分応援演説の代打が務まるんじゃない？」

「ぐっ……！」

　一瞬拳こぶしを握りしめたチェルシーだったが、その後であきらめたように「はぁ」と息を吐いた。

「わかった。わたしが不良少年の代打をしよう」

「ほ、ホントかチェルシー！」

「ああ。この場合仕方がないだろう。心配するな。私はこの瀬せ海かい学園の副会長だ。大勢の前で喋しやべるのには慣れている。こうなったら完璧なスピーチをしてみせ──」

「さすがスターダストさん」

「わ、わわわわたしを名字で呼ぶな冬華！　そもそもきみがおかしなことを言い出したからわたしが応援演説をすることに……！」

「私、ちぃちゃんの友だちになってよかった」

「なっ」

　冬華が素直にお礼を言うと、チェルシーは真っ赤になってしまった。

　そのまま「ふんっ」と息を吐いた後で、

「と、ともかくだっ。さっさと千ち夏なつを迎えに行け、不良少年。ルナだって、千夏に帰ってきて欲しいだろう？」

「……うん」

　チェルシーの言葉に、ルナが頷うなずいた。

「お願い、ルーシー」

「副会長……」

「たぶん、わたしじゃだめ。今千ち夏なつと向き合えるのはあなただけ。そして、千夏を変えられるのもあなただけなの。だから……」

「………」

「私からもお願いします」

「えっ……愛あい梨り？」

　思わず訊たずね返すと、静かに頭を下げた。

　そして──。

「千夏を──お姉ちゃんを助けてあげてください」









　第七話　　シスター






　──お姉ちゃんを助けてあげてください。

　おそらくだが、愛梨が千夏を『お姉ちゃん』なんて呼んだのは初めてだったと思う。

　そう、二人は姉妹なんだ。

　いくら愛梨が幼い頃から千夏のことをライバル視していたとしてもそれは変わらない。

　それと同じように。

　葛くず原はら北ほく斗とも、凛りん多だ千夏の兄であることには変わらない。

「───」

　でも。

　それは二人の関係性に変化がないということでもある。

　葛原北斗と凛多千夏。

　たとえどんなことがあろうとも。

　二人はきっと──。




「──にぃ？」




　時刻は午後五時ジャスト。

　予定ではそろそろ愛あい梨りのスピーチが始まっている時間。

　北ほく斗とは、やっと彼女を見つけた。

　──公園。

　子供の頃に千ち夏なつと密会する場所に使っていた公園である。

　そのブランコに、制服姿の千夏が座っていた。

「どうして、にぃがここにいるの？」

「おまえがスピーチをすっぽかすからだろうが。いいのかよ？　おまえはもう生徒会長には──」

「いいんだよ」

　顔を俯うつむかせながら、千夏は暗い口調で呟つぶやいた。

「もう、いいの」

「………」

「だって、にぃはもうあっちゃんのものになっちゃったんでしょ？　だったら、もう生徒会長になんてなっても意味がないよ……。あたしはずっとにぃに見て欲しかった。だから、今までがんばっていい子でいようとしてた。なのに……」












「………」

「全部、無駄だったんだね……。にぃはあたし以外には心を開けないって……あたしと兄妹だってことを誰にも打ち明けられないって思ってた。でも、あっちゃんは受け入れたんでしょ？　だから、にぃとあっちゃんは恋人になれた……」

「……ああ。その通りだ」

「……あはは。なんだか、バカみたいだよね。今までずっとあっちゃんに勝ってきたのに、一番欲しかったものを取られちゃうなんてさ。本当に……」

　あっちゃんはずるいよ、と。

　一言こぼしてから、千ち夏なつはブランコの鎖を握り締めた。

「あっちゃんは、にぃと兄妹じゃない。血の繋つながった双子でもない。だからにぃのことを手に入れることができた。でも、あたしは違う。あたしはにぃの妹だから……」

「………」

「ねぇ、にぃ？　にぃだってわかってくれるでしょ？」

　まるですがりつくみたいに千夏は瞳に小さな光を宿しながら訊きいてきた。

　けど、それは決して明るい光じゃない。

　昏くらくて、底が見えないような光だ。

「あたしはにぃのことが好すきなの」

「けど、俺は──」

「わかってる。にぃはあっちゃんのことを恋人に選んだんでしょ？　けど、それでもあたしの気持ちは変わらない。変えられない。それだけは何があっても変わることはない。にぃだって、それはわかってるでしょ？」

「………」

「あたしはにぃのことが好き。好き、好き、好き、好き、好き、好き、好き、好き、好き、好き、好き、好き、好き、好き、好き、好き、好き、好き、大好き。愛している。いつだってにぃのことを考えてる。その証拠に、にぃがあっちゃんの恋人になっても、あたしの頭の中からはにぃのことが消えてくれない」

「………」

「だから、兄妹じゃなければよかったのに。そうじゃなければ、にぃの恋人になれたのはあたしだった。あたしはずっとにぃと一緒にいられた。でも、あたしたちは兄妹だった。せっかく住む家が別々になって離れたのに、兄妹だってことは変わらなかった」

「……それは、父さんと母さんが離婚したせいだろ？　あの二人が別れなかったら、俺たちは一緒の家で暮らしてて──」

「違うよ」

　けれど。

　千ち夏なつはあまりにも唐突に北ほく斗との言葉を遮った。

「一昨日、にぃにも言ったでしょ？　あたしは、にぃに到底言えないことまでしてきたの」

　そして、言う。

　どこか瞳に暗い陰を宿したままで。




「だって、お父さんとお母さんが離婚したのはあたしのせいだもん」




「──は？」

　瞬間、北斗には妹が何を言ったのかわからなかった。

　──あたしのせい？

　それは、どういう意味だ？

「お父さんとお母さんが離婚したのはあたしたちが五歳の頃。その頃からあたしはにぃが好すきだった。物心ついた頃から、兄妹じゃなくて、一人の男の子としてにぃが好きだった。でも、ある日お母さんに言われたんだよ」




　兄妹じゃ、恋人同士になることはできないって。




「そのとき、あたしはすっごいショックだった。だって、こんなにあたしが好きなのに、あたしはにぃの恋人になれない。なることができない。一緒の家で暮らしてる兄妹のままじゃだめなんだって、思い知った……」

「千夏、おまえ……」

「でも、思いついたの。兄妹だから恋人同士になれない。だったら、あたしとにぃが兄妹じゃなくなればいいんだって」

「………」

「だから、あたしはお父さんとお母さんの仲が悪くなるように仕向けた。ちょうどその頃お母さんとお父さんはお互いの仕事が忙しくてケンカばっかりだったからね。元々火種はあったの。そして、その火種を大きくするのは簡単だった」

「………っ」

　ガラガラと。

　北斗は足元が崩れていくような気がした。

　──待ってくれ。

　千夏の言う通り、自分たちの本当の両親が離婚したのはもう十年以上前だ。

　でも、その原因が──。




「そうだよ、にぃ？」




　真まっ直すぐに北ほく斗とを見つめながら、千ち夏なつは告白する。

「あたしたち家族が離れ離れになった元凶は、あたしだよ？」

「そ、そんな……」

「あたしがやったことはとっても簡単。お母さんとお父さんがケンカしたタイミングを見計らって、二人にお互いの悪口を吹き込んだだけ。お父さんがお母さんのことをこう言ってたとか、お母さんがお父さんのことをこんな風に貶けなしてたとか……純粋な子供のフリをして、言ってあげただけ」

「………」

「効果はバツグンだった。日に日に、お母さんとお父さんの仲は悪くなっていったの。そして、二人は離婚することになって、あたしとにぃは別々の家で暮らすことになった。全部、あたしの思い描いてた通りになったんだよ？」

「ち、千夏……」

「これであたしとにぃは兄妹じゃなくなる……。あたしはそう思ったんだ。一緒に暮らしてたらどうしてもにぃはあたしを妹としてしか見られなくなるでしょ？　でも、たまに逢あうだけなら妹だってことを忘れてくれるかもしれない。あたしのことを一人の女の子として見てくれるかもしれない。だから、あたしが──」




　お父さんとお母さんを、別れさせたの。




「───」

　北斗は、何も言えなかった。

　さすがに。

　父親と母親が離婚した原因が千夏にあるというのは言いすぎだと思う。

　当時の千夏はまだ五歳くらいなのだ。

　その頃の千夏が今ほど上う手まく立ち回れるとは思えない。きっと元から父と母の仲は険悪だったのだ。だからこそ、離婚した。

　──しかし。

　もし、千夏が何もしなかったら。

　父と母は離婚しなかったんじゃないか？

　そういう可能性も少しはあったんじゃないか？

　千夏がしたことは離婚の直接的な原因にはなりえない。けれど、そうなるように後押ししてしまった可能性はある。

「───っ」

　そう考えたら、北ほく斗とは千ち夏なつのことが怖くなった。

　だって、信じられるか？

　幼い子供が。

　小学校にすら通っていない女の子が。

　父親と母親の仲を引き裂こうとするなんて……。




「どうして、だよ？」




　思わず。

　北斗はそう訊たずねてしまった。




「──どうして？」




　しかし。

　それは、千夏にとって致命的な質問だった。

　彼女はまるで火が点いたように激しく、答える。

「そんなの、にぃが好すきだからに決まってるじゃない！」

「………っ」

「あたしはにぃのことが好きなの！　子供のからずっと好きだった！　にぃと一緒にいられるためならどんなことだってする！　お父さんとお母さんが別れるように後押ししたのも、みんなから褒められるいい子でいようと思ったのも、瀬せ海かい学園の生徒会長になったのも……みんな、にぃに好かれたくて……」

「千夏……」




　──いい子にしてればにぃが許してくれるかもしれないって思って。




　九月に再会したとき、千夏はそう言っていた。




　──三年前の選挙の後から、にぃはあたしを無視するようになった……。だから……あたし、ずっとにぃに褒めて欲しかったんだよ？　そのために、一生懸命がんばったの。




　嬉うれしそうにはにかみながら、そう言っていたんだ。




　──そして今夜、やっとにぃは兄妹としてあたしに逢あってくれた！　まさかにぃがあたしに助けを求めてくるなんて思わなかったよ！　電話で名前を呼んでもらえたときは思わず泣きそうになっちゃったんだ！　こうしてにぃと逢えるきっかけができて、あたしはすっごく嬉うれしいっ！　けどね、にぃ。




　──そんなにあっちゃんが大事なの？




「どうして!?」

　思えば、あのときから千ち夏なつは愛あい梨りのことを気にしていた。

　それは北ほく斗とが愛梨の偽恋人であるからかもしれない。

　けど──。

「───」

　もしかしたら少しだけ焦っていたんじゃないだろうか？

　ずっと自分に負けてきた義妹いもうと。

　彼女が兄の恋人になるんじゃないかって、怖かったんじゃないか？

　そして──その予感は的中してしまった。

「どうしてにぃはあたしの気持ちに向き合ってくれないの!?　なんであっちゃんの恋人なんかになっちゃうの!?　あたしはこんなに、こんなに、こんなに……にぃのことを愛してるのに……っ」

「………」

「ねぇ、にぃ。一昨日からあたしがどんな気持ちだったかわかる？　にぃとあっちゃんが付き合うって知って、あたしは胸が張り裂けそうだった。もう死んじゃいたかった。でも、死ねなかった。死にたくなかった。だって、生きていればにぃに逢える。その証拠に、にぃはあたしのことを迎えにきてくれた……」

「………」

「だから、あたしは間違ってない。間違ってるのは……あたしたちの関係だよ。兄妹じゃなければよかったんだっ。別々に暮らしても、あたしとにぃは兄妹のままだった！　にぃはあたしのことを妹としてしか見てくれなかった！　だから、にぃは仕方なくあっちゃんと付き合うことにしたんでしょ？　……ねぇ、そうだって言ってよ？　にぃはあたしと付き合えないから、あたしの代わりにあっちゃんと──」

「千夏」

　妹の言葉を遮るように、北斗は彼女の名前を呼んだ。

　そして、真正面から告げる。

「それは違う」

「えっ……」

「おまえが妹だから、俺はおまえと付き合えないんじゃない」

「………っ」

　ピシッ、と。

　まるでヒビが入ったみたいに、千ち夏なつの表情が歪ゆがんだ。

　けど、それでも彼女は震える声を振り絞って、

「ど、どうして？」

　そう訊たずねた。

　まるで命綱にすがりつくように、必死に。

　けれど──。

「俺は、愛あい梨りのことが好すきなんだ」

「───っ」

　北ほく斗との言葉が。

　千夏の想おもいを断ち切った。

「妹だとか、そういうことは関係ない。俺はおまえの代わりにあいつと付き合うことにしたわけでもない」

「う、嘘うそ……」

「本当だ。俺はあいつが好きだから、あいつの恋人になることにしたんだ。だから……お願いだ。現実を見てくれ、千夏。たとえおまえが妹じゃなかったとしても、俺は愛梨の恋人になって──」

「嘘だっ！」

　それは、嗚お咽えつ混じりの悲鳴だった。

　泣きじゃくりながら、ただただ千夏は北斗の言葉を否定する。

「嘘だ、嘘だ、嘘だ、嘘だ……こんなの、嘘だよ……。にぃがこんなこと言うわけない……あたしの好きなにぃがあたしを拒きよ絶ぜつするわけなんてない……だ、だから、こんなの嘘だ……っ」

「千夏……」

　妹の名を呼ぶが、もう千夏は北斗のことを見ていなかった。

　ただうわ言のように「嘘だ、嘘だ……嘘だって言ってよ、にぃ……」と呟つぶやくだけ。

　まるで現実を拒絶するみたいに。

　殻に閉じこもるみたいに。

　壊れた人形みたいに。

　ただ、同じ言葉を呟くだけ。

　──北ほく斗とは。

　呆ぼう然ぜんとしている妹の手を取った。

　そして、彼女の手を温めるように握りしめる。

　遠い日のクリスマス。

　あの頃に帰ったみたいに。

「───」

　けれど。

　もう自分たちはあの頃の二人じゃない。

　そう感じながら北斗は公園の時計を見る。

　時刻は、午後四時三十二分。

　もう愛あい梨りのスピーチも終わってしまっただろう。

　この後に残されているのは、開票だ。

　瀬せ海かい学園の次期生徒会。

　そのメンバーを決める時間が、迫っていた。









　第八話　　ラストナンバー






「ほら、見えるか千ち夏なつ」

　瀬海学園。

　自分のクラスで椅い子すに座りながら、北斗は教室に備え付けられたテレビをつけた。

　今この場所にいるのは自分たちだけ。

　きっと生徒はみんな多目的ホールに行ってしまっているんだろう。

　あれから。

　北斗が千夏に自分の気持ちを伝えてから、二時間ほど経たっていた。それだけ待っても、千夏は北斗の言葉に反応してくれなかった。

　──いや。

　正確にはしないんじゃなくて、できないんだろう。

　きっと、凛りん多だ千夏にとって葛くず原はら北斗はすべてだったのだ。

　今も千夏は「にぃ……」と虚うつろな口調で呟つぶやくだけ。その姿を見るだけで、北斗の胸はひどく締めつけられる。

　なにせ、妹をこんな風にしてしまったのは自分なのだ。

「千ち夏なつ……」

　気遣うように話しかけるが、千夏からの返事はなかった。

　でも、それも当然かもしれない。

　だって、自分は凛りん多だ千夏を完かん膚ぷなきまでに否定した。

　もう立ち直れないくらいに傷つけた。

　けど──それでもあの公園になんか放っておけなかった。

　なんだかあそこで千夏を一人にしたら、千夏の時間が止まってしまいそうな気がしたから。

　千夏があそこから動けなくなってしまうような気がしたから。

　北ほく斗とは、ここに連れてきた。

　そう──凛多愛あい梨りの言葉を聞かせるために。




『みなさん、こんにちは』




　そのとき。

　テレビの画面に映し出されたのは、多目的ホールのステージに立った愛梨の姿だった。

　そう、現在の時刻は午後七時。

　開票が終わり、次期生徒会のメンバーが発表された。

　結果的に──愛梨は勝った。

　千夏は最終演説を欠席した。つまり、選挙をリタイアしてしまったのだ。だとしたら、生徒会長の立候補者は愛梨一人。勝つのは当然だ。

　だから、彼女はこうして壇だん上じようで就任演説をしている。

　けれど──。

「やっぱり、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないか」

　テレビに映された他の生徒たちの姿を見ながら、北斗は呟つぶやいた。

　会場に集まった七千人の生徒たちはどこか納得がいかないような表情で、壇上に立った愛梨のことを見つめている。

　それは当然かもしれない。

　凛多千夏。

　愛梨の最大のライバルだった彼女が寸前でリタイアしてしまったのだ。千夏は『学園の歌姫』とまで呼ばれた生徒だ。

　きっと千夏に投票したかった生徒も大勢いただろう。

　そういった人間を──どう納得させるか？

　最初北ほく斗とは千ち夏なつを多目的ホールに連れていくつもりだった。そして彼女の口から自ら選挙をリタイアしたことについて何か弁解させようかと思った。

　しかし、今の千夏を見たらそんなことはできなかった。

『この度生徒会長に就任した凛りん多だ愛あい梨りです。……と言っても、私も選挙がこのような結末を迎えるとは思っていませんでした』

　どこか複雑そうな表情で、愛梨は告げた。

　しかし。

　けれど、彼女は真まっ直すぐに前を向いてから。

『ですが、私が生徒会長になったのは事実です。というわけで──次期生徒会の人事を改めて発表しようと思います』

　愛梨の言葉にわずかに会場がざわついた。

　次期生徒会の人事。

　それはつまり──。

『まず生徒会長は私、凛多愛梨です。副会長は私と同様に選挙を勝ち抜いた、白しら玉たまルナさん。同じく書記は葛くず原はら冬とう華かさん、会計は春日かすが井い春はる奈なさん……』

　テレビの画面が壇だん上じように座った冬華ともう一人の女の子を映し出した。

　どうやら冬華は無事書記に当選できたらしい。












　そして、もう一人の女の子は……チェルシーが言っていた会計の立候補者のどちらかだろう。

　だが、会場に副会長に当選した白しら玉たまルナの姿はなかった。

　きっと彼女は今頃──。

『そして』

　緊張を押し殺すように、愛あい梨りは息を吐いてから。




『今この場で、もう一人の副会長を任命しようと思います』




「！」

　──そうか。

　瀬せ海かい学園の副会長は二人。

　一人は選挙で決めるが、もう一人は当選した生徒会長の任命で決まる。去年は千ち夏なつがチェルシーのことを指定した。

　だとしたら、きっと愛梨が指名するのは──。




「残念ながら、わたしではないぞ」




「えっ……」

　そこで北ほく斗とが教室の入り口の方を振り向くと、姿を現したのは紅髪の女の子。

　チェルシー・スターダスト。

　生徒会副会長──いや、元副会長は教室に入ってきていた。

「チェルシー？　どうしてここに？」

「わたしはきみがあいつに送ったメールを見ただけだ。『俺の教室に千夏がいるから逢あいに来てほしい』とメールを出したのはきみだろう？」

「それは……」

　チェルシーの言う通り。

　北斗はこの教室に来る前に、一人の女の子にメールを出した。

　彼女なら。

　今の千夏の傍そばにいられると思ったから──。

「けど、なんでおまえが来るんだよ？」

「言っただろう？　わたしの副会長としての仕事は終わったんだ。だから、多目的ホールにいても仕方がない」

「なっ……何を言ってんだよ。だって、おまえは……」

　シナリオライター。

　それがチェルシーの役目だった。

　劇場型恋愛。

　愛あい梨りが今生徒会長として壇だん上じように立って挨拶をしているのは、その計画があったから。だとしたら愛梨が生徒会長になれたのは間違いなくチェルシーのおかげだ。

　だったら。

　愛梨は次期副会長にチェルシーを指名するんじゃ……。




『凛多千夏』




　だが。

　北ほく斗との──いや、七千人もの生徒の思考を裏切るように、愛梨はその名を告げた。

　そして、瀬せ海かい学園の生徒会長は迷いのない口調で、断言する。

『私は、彼女を生徒会副会長に任命します』





　　　　　　　＠　＠　＠






「……どういう、ことだ？」

　愛梨の発言によって、騒がしくなった会場。

　そこに集まった生徒たちの気持ちを代弁するみたいに、北斗はチェルシーに問いただした。

「簡単だ。これが愛梨にとっての最善だったのさ」

「最善って……千ち夏なつは愛梨の敵だったんだぞ？」

「それは選挙での話だろう？　もう選挙は終わったんだ。だとしたら、敵も味方もない。愛梨が千夏を副会長に任命しても問題はない。去年、千夏が自身の対抗馬だったわたしを副会長に任命したようにな」

「でも、だからって千夏を副会長にするなんて……」

　思わず北斗は隣にいる千夏に目を向けた。

　相変わらず目は虚うつろだったが、その眼まな差ざしは画面に映し出された愛梨に向けられているように見えた。

　もしかしたら──届いたのかもしれない。

　千夏には、今の愛梨の言葉が──。

『驚いている方も多いでしょう』

　騒ぎ始めた会場を静めるように、愛梨はスピーチを続ける。

『私と千ち夏なつはライバルでした。それなのに、私が千夏を副会長に任命する。その決定に納得がいっていない方もいらっしゃると思います。ただ、これだけははっきりさせてください。私は、生徒会長になれなかった千夏に同情してるわけじゃありません』

「………」

『かわいそうだから生徒会に入れてあげよう……なんて甘い考えをしてるわけでもありません。私はただ──千夏となら、この学園をもっとよくできると思っただけです』

「………」

『生徒のみなさんも知っているでしょうが、私と千夏はまるで正反対です。性格、容姿、マニフェスト……何から何まで違います。しかし、まったく違う二つの要素が生徒会に入れば、議論が生まれます。千夏はきっと私を独りよがりにさせないでしょう。私も千夏を独りよがりにはさせません。そうなれば結果的に──バランスが取れると思いませんか？』

　まるで生徒たちに問いかけるように。

　愛あい梨りは訊たずねた。

『相反する二つの人間が生徒会に入ることで、この学園に対する議論が活発化し、結果的に一人で考えるよりもいい案が生まれるのではないか……。私はそう考えています。だから、私は千夏を副会長に任命しました。すべては、この学園をもっともっと良くするために』

「………」

『千夏が今日選挙をボイコットしてしまったのは事実です。でも、お願いします。信じてください。私たちなら、もっとこの学園を面白くできる』

「………」

『そして──千夏。あなたのことだからきっと学園のどこかでこの放送を聞いていると思います。もしかしたら、あなたが今すぐ生徒会に入るのは無理かもしれません。あなたは今日選挙をボイコットしました。それにはそれなりの理由があるはずですから。だけど──』




　私は、待っています。




『今日は私の不戦勝のようなものでした。だからこそ、私は生徒会という組織の中でこれからあなたと戦っていきたい。もし私が生徒会長にふさわしくないとあなたが判断したら、私から生徒会長の座を奪い取ってしまって構いません。それぐらいの覚悟を持って、私はこのスピーチをしているつもりです』

　はきはきとした口調で言う愛梨。

　今まで愛梨はチェルシーが書いた脚本ブツクをいくつも実行してきた。

　けど、北ほく斗とにはわかった。

　このスピーチは脚本ブツクじゃない。

　本音。

　紛まぎれもない、凛りん多だ愛あい梨りの本心だ。

　愛梨は、本気で千ち夏なつに生徒会に入って欲しいと思っている。




「……あっちゃん」




　そこで。

　北斗の隣にいた千夏が、愛梨の名前を呼んだ。

『千夏』

　そして。

　もう一度、愛梨は呼びかけるように。




『生徒会に、入ってください』




　壇だん上じようで、静かに頭を下げた。

　静せい寂じやく。

　七千人の生徒たちは生徒会長の声に言葉を失ったが──それも一瞬だった。

　沈黙を破ったのは、拍手。

　始まりは会場の一角で起きた小さな手拍子だった。それは池に石を投げ込んだときにできる波紋のように広がり、ついには多目的ホールに集まった生徒全員が拍手をしていた。

　それは。

　きっと千夏を待っている生徒たちの声だ。

『学園の歌姫』。

　この学園の生徒は、そう呼ばれた彼女が戻ってくることを望んでいる。

　今壇上にいる愛梨と同じように──。

「──千夏」

　と。

　そこで千夏に話しかけたのは、小さな声だった。

　千夏がゆっくりと振り向くと、そこにいたのは北斗がメールで呼び出した相手。

　白しら玉たまルナ。

　瀬せ海かい学園の副会長。

　元生徒会長だった千夏の片腕。

　そして、彼女の友だち──。

「千ち夏なつ、お願い。生徒会に入ろう？」

「るっちゃん……」

「あなたはこのままでいいの？　選挙をボイコットして、リタイアして、みんなの期待を裏切って、凛りん多だ愛あい梨りに気遣われて……そんなの、全然あなたらしくない」

「………」

「おまけに『もし私が生徒会長にふさわしくないとあなたが判断したら、私から生徒会長の座を奪い取ってしまっても構いません』なんて凛多愛梨に言われた。わかる？　あなたはケンカを売られてるの。それなのに、あなたは逃げるの？」

「あたしは……」

「きっと、凛多愛梨だったら逃げない」

　微かすかに瞳を潤ませながら、ルナは告げた。

「凛多愛梨は千夏に何度も敗まけてきたんでしょ？　でもその度に立ち上がって向かってきた。あなたもあの子の厄介さは知ってるはず」

「………」

「でも、それがあの子の良いところ。あきらめない強さをあの子は持ってる。なのに、千夏は敗けちゃうの？　大だい好すきなお兄ちゃんにフラれたからって、ずっと落ち込んだままなの？」

「………」

「あなたがショックを受けたのはわかる。きっと立ち直るのにも時間がかかるはず。でも、きっと凛多愛梨は生徒会長の椅い子すで待っていてくれる。だから、あなたは時間をかけてでも立ち上がって──生徒会っていう組織の中で、凛多愛梨と一緒にいるべき。だって──」

「……だって？」

「凛多愛梨と戦ってるときのあなたは──楽しそうだったから」

「………っ」

　ルナの言葉に、千夏は顔を俯うつむかせた。

　──そうだ。

　第一次投票。

　体育祭。

　文化祭。

　愛梨と千夏はいくつものイベントで戦ってきた。

　切せつ磋さ琢たく磨ましてきた。

　北ほく斗とだってそのことは鮮明に覚えている。

　二人はお互いに勝とうと必死だったけど、

「───」




　他の誰と戦っているときよりも、活いき活いきしていた。




　姉妹。

　二人は血が繋つながっていないけど、姉妹なんだ。

　正反対の姉妹ふたりだが、彼女たちはライバルだ。

　きっと心のどこかでお互いを認め合っている。

　そして、二人が生徒会で切せつ磋さ琢たく磨ますればするほど、きっとこの学園はより良く、さらに面白くなっていく。

　だって──。




　じゃなかったら、愛あい梨りが千ち夏なつを副会長に指名するわけがないのだから。




「……それに」

　黙りこむ千夏に、ルナは言った。

「このままじゃ、わたしは生徒会で独りぼっち」

「えっ……」

「わたしは、千夏しか友だちがいないの。なのに今の生徒会のメンバーは凛りん多だ愛梨、葛くず原はら冬とう華か、そして話したこともない女の子が一人。こんなの、絶対にやっていけない。わたし、きっとさびしくて泣いちゃう」

「………。るっちゃん、もしかしてあたしに同情させようとしてる？」

「もちろん」

「いや、もちろんって……」

「だって、わたしはゲスだもん。こういうやり方しかできないもん。でも、それで千夏が生徒会に入ってくれるなら……また立ち直ってくれるなら……わ、わたしはみんなにゲス扱いされても……っ」

　そこまで言ったところで。

　千夏はルナの身体をぎゅっと抱きしめた。

「えっ」

　潤んだ目をパチクリさせながら、ルナが口を開いた。

　すると、千夏は少しだけ微笑ほほえんでから。




「あー……もう。るっちゃんは可愛かわいいなぁ」




「ち、千ち夏なつ？」

「……仕方ないなぁ。るっちゃんにはあたしがいなくちゃダメなんでしょ？　あっちゃんもあたしに生徒会に入って欲しいみたいだし」

「………」

「それに、あたしは謝らなくちゃいけない。最終演説をボイコットしちゃったからね。あたしを支持してくれた後援会のみんなや生徒たちにちゃんと謝らなくちゃいけない。もしみんなのためにあたしにできることがあるなら、しなくちゃいけない。会場で拍手してくれたみんなが、あたしのことを待ってくれてるなら……」

「ち、千夏、じゃあ……！」

「たぶん、今すぐってわけにはいかない。割と時間がかかると思う。それでもあたしは──いつか、生徒会に入るよ」

「っ」

　千夏の言葉に、ルナはポロポロと涙をこぼした。

　そのままたった一人の友だちの身体を抱きしめる。

　それは──とても優しい光景に見えた。

「───」












　──ああ、よかった。

　抱き合う二人を見つめながら、北ほく斗とは思う。

　きっと千ち夏なつは立ち上がる。

　何度負けても這はい上あがってきた義妹のように、立ち直るはずだ。

　そして、生徒会に入るのだろう。

　凛りん多だ愛あい梨り。

　再び自分の義妹と戦うために──。




「──ただし」




　が。

　そこで千夏は北斗に視線を向けてから。

「あたしが生徒会に入るのには、一つ条件があるよ？」

「なっ……」

　……まさか。

　愛梨と別れて自分と付き合えなんて言うんじゃないよな？

　満面のスマイルを浮かべる千夏に、北斗は思わず身構えてしまった。

　すると、妹は歌うような口調で。

「あたしが副会長になる条件。それは──」









　エピローグ






　どうも、こんにちは。

　春日かすが井い春はる奈なです。

　今日も生徒会のメンバーとしてお仕事をがんばろうと思います。

　ふつつかものですが、どうぞよろしくお願いいたします！

「……ダメだ」

　これじゃ結婚式のスピーチみたいだ。

　瀬せ海かい学園にある生徒会室の扉の前。

　そこで私──春日井春奈はため息を吐ついた。

　今日の日付は三月二十九日。

　入学シーズンはもうすぐそこ。というわけで私たち生徒会も新学期に向けての準備で大忙し。

　だから、去年生徒会の会計に就任した私も早く生徒会室に入らなくちゃいけないんだけど……。

「何してるの、春日井さん？」

「！」

　ポンッと肩を叩たたかれて思わず私が振り返ると、そこにいたのは茶髪の可愛かわいらしい女の子。

　葛くず原はら冬とう華かさん。

　私と同じ一年生で、生徒会の書記だ。

「どうせまたウジウジしてたんじゃない？」

「うっ……白しら玉たま先輩……」

　冬華さんの隣にいるのは白い猫のキグルミを着た女の子──副会長の白玉ルナ先輩。

　正直言って、私はこの人がちょっと苦手。

　そもそも、なんでキグルミなんか着てるんだろう……。

「副会長。あんまり春日井さんをいじめないであげてください」

「ごめん、つい。でも、この子が生徒会に上う手まく馴な染じめてないのは本当」

「そんなことは……」

「あ、あはは、葛原さん、無理に庇かばおうとしないで大丈夫です……」

　そう。

　生徒会に入ってからもうすぐ半年近くが経たつ。

　それなのに私は生徒会にあまり馴染めなかったわけで。

「そもそも、あなたが会計になれたこと自体がラッキー」

　可愛かわいいキグルミ姿で、白しら玉たまさんが言いづらいことをずばりと言ってきた。

「最終投票で会計を争っていたのは三人。でも、一番支持率を集めていた男子が脱落した。だから支持率の低かったあなたともう一人が戦って、結果的にあなたが会計になれた」

　はい。まったくもってその通りです。

「しかも、その理由は」

　ずびしっと。

　白玉さんは肉球の付いた指で私の顔を指さしてから。

「見た目」

「ひいっ！」

「あなたは性格が暗いくせに顔だけは可愛い。スタイルもわたしやチェルシーなんかに比べたら大分いい。黙っていれば大学のミスコンに出場して簡単に一位をかっさらいそうなくらい。だから、みんなあなたの外見に騙だまされて投票して……」

「うわああああああそれ以上はやめてくださいいいいいいい！」

　半泣きになりながら、キグルミスタイルの白玉先輩に抱きつく私。

　……そうなんです。

　外見。

　私の母は女優だったせいか、とても綺き麗れいな人でした。今でも舞台やドラマに出演するようなバリバリのスター。そして、その血筋を色濃く継いでしまった私も母みたいにスターな容姿になってしまった。

　……そう。

　見た目だけは。

　見た目だけは綺麗なんです。

　そのせいで去年クラスのみなさんに生徒会に入るように推薦されて、断りきれずにあれよあれよと出馬。そして何の因果か最終投票まで残ってしまって……。

　でも、大丈夫。

　見た目は母親似だけど、私の性格は母とは違って目立つのが嫌いなウジウジした女の子で……って、自分で言っていて落ち込んできますが。

　だから、最終投票で負けると思ってた。

　幸い私は他の立候補者に支持率で負けてました。やっぱり人間、見た目じゃない。生徒のみんなもちゃんとわかってくれてるんだ……。

　そんな感じで安心していたのに。

　圧倒的にリードしていた会計の立候補者が、スキャンダルで失脚。

　そして、残ったのは私ともう一人の立候補者。

　結果的にどうなったかと言うと……はい。

　私が当選しちゃったわけです。

「人間って、やっぱり見た目なんですね……」

「あなたが言うと嫌いや味みにしか聞こえない」

「ふ、副会長に私の気持ちなんかわかりませんよっ！　私だって外見が母に似ているせいで色々あったんですっ！　女優の娘ってことで無理やり演劇の主役にさせられたり、やたら男の子に告白されたり……！」

「春日かすが井いさん、自慢にしか聞こえないわ」

　ジトーっと私を見つめる副会長＆書記コンビ。

　ううっ、でも私だって本当に色々あったんです。

　無理やり主役にされた演劇の舞台は緊張でトチって大失敗。

　男の子たちは誰が一番早く私に告白するかでケンカして、結果的に私まで職員室に呼び出されたり、そのせいでクラスの女子からイジメられたり……。

「あああああああああ嫌です！　こんな人生もう嫌です！」

「相変わらずこの子は情緒不安定」

「まあ、いいんじゃないですか？　春日井さんって普段はマジメだし、会計の仕事もちゃんとやってくれますし」

「ポジティブに考えないでください！　そもそも私はラッキーで当選しただけで──」

「あ。そういえば、今日はあなたが楽しみにしてたゲームの発売日」

「えっ、あっ、そうだ！　忘れてた！　今夜は徹夜でダラダラするわ！」

　いよっしゃー、とガッツポーズを決める冬とう華かさん。

　なんていうか、うちの生徒会のメンバーは個性的な方が多い。

　副会長の白しら玉たまさんはキグルミマニア。

　書記の冬華さんは普段は優等生だけど、その正体はネトゲ廃人。一般生徒の前では猫を被っていますが、本性はダラダラ大だい好すきダメダメ妹さん。

　でも。

　一番変わっているのは──。

「そうと決まったら、早く仕事を切り上げないと。さ、行くわよ」

「あっ、ちょっと待って冬華さん、まだ心の準備が……っ」

　抵抗する私をぐいぐい引っ張って、冬華さんが生徒会室のドアを開けると。




「あっ、やっと来た～」




　すぐに私たちを明るい声が出迎えた。

　その声の主は、凛りん多だ千ち夏なつさん。

『学園の歌姫』と呼ばれた前生徒会長。

　そして、




「千夏の言う通りです。遅刻ですよ、みなさん」




　その隣に座っているのが、凛多愛あい梨りさん。

　誰もが認めた、この学園の現生徒会長。

　瀬せ海かい学園の総生徒七千人のトップに立つ生徒だ。

「す、すみません、会長……」

「そこまで深刻そうに謝らなくていいですよ。というか、春日かすが井いさん。私たちは同じ一年生なんですから、タメ口を使ってくれて構いませんよ？」

「うっ……それはそうですが……」

　……緊張して上う手まくしゃべれない。

　だって。

　この人は私の憧れの人だから。

　そう。

　ラッキーで当選した私が。

　いつもは目立つのは嫌いな私が。

　この外見のせいで昔クラスメイトにいじめられたことがある私が……今も生徒会にいるのには、理由がある。

　それは──。

「さあさあ！　早く仕事しようよ！」

「やる気満々ですね、千夏」

「当ったり前だよ！　あたしが生徒会に加わったのは三月からだからね！　あたしがいない間に溜たまってた仕事があるでしょ？」

「まあ、それはそうですが。でも……」

　あなたが生徒会に入ってくれてよかったです、と。

　愛梨さんは微笑ほほえんだ。

　今愛梨さんが言ったように、千夏さんは副会長に任命された後もしばらく生徒会に入りませんでした。

　そして、今年の三月になってやっとメンバーに加わった。

　気になったので事情を聞いてみたら「女の子には色々あるんだよ～」と言われちゃったっけ。

　けど、それも仕方ないのかも。

　生徒会総選挙。

　そこで千ち夏なつさんは、愛あい梨りさんに敗まけたんだ。

　しかもそれと同時に千夏さんはフラれた。

　──そう。

　この生徒会で一番の変わり者にして、私がもっとも苦手としている人に──。




「すまない、遅刻した」




　と。

　そこで生徒会室に入って来たのは、赤髪の女の子だった。

「遅いですよ、ちぃちゃん」

「すまない。運動部の部長会議の様子を見に行っていたら、遅れてしまった」

　愛梨さんと親しそうに話しているのこの人は、チェルシー・スターダストさん。

　以前は生徒会の副会長をやっていた女の子にして──今は、生徒会庶務。

　──そう。

　愛梨さんが生徒会に入った後、彼女は生徒会の役職を増やすことを決めた。なんでもこれは副会長である千夏さんの意見でもあったらしい。

　そうやって生まれた役職が──庶務。

　けれど、今から選挙で新しい庶務を選ぶわけにもいかない。なので今期だけは生徒会長である愛梨さんが任命するということになった。もちろん、任命については生徒総会で全校生徒の許可をもらってあるので、問題はない。

　ただ、私にとっては大問題。

　なにせ生徒会の庶務は二人。

　一人はここにいるチェルシーさん。

　そして、もう一人は──。




「おう。みんな揃そろってるのか」




　チェルシーさんの後に続くように生徒会室に入って来たのは、黒髪の男の子。

　しかし、私は知っている。

　この人が以前髪を金髪に染め上げていたことを。『熊殺し』とか『学園最強』とか『クズ先輩』とか呼ばれていたことを。そして、会長である愛梨さんの恋人であるということを……。

　葛くず原はら北ほく斗と先輩。

　愛あい梨りさんの恋人にして、生徒会庶務だ。





　　　　　　　＠　＠　＠






「やっぱり、違和感がありますね」

　黒髪になった葛原先輩を見つめながら、愛梨さんが言った。

「なんだか、先輩の個性がなくなってしまった感じです……。ううっ、前の方がロックでカッコ良かったのに……」

「仕方ねえだろ。生徒会の人間がいつまでも不良やってるわけにはいかないし」

「そもそも、兄さんが生徒会に入ること自体ビックリだったけどね」

「あはは、いいじゃない妹ちゃん。にぃもいた方が色々と賑にぎやかだしさ」

　スマイルを浮かべる千ち夏なつさん。

　……ああ、この人は相変わらずだなぁ。

　冬とう華かさんから聞いた話だと、葛原先輩が生徒会に入るように要求したのは千夏さんらしい。なんでも、そうじゃないと自分も副会長にならないと条件をつけたとか。

　そして、その案を愛梨さんは呑のんだ。

　瀬せ海かい学園は総生徒数七千人の超マンモス校なので、生徒会が請け負う仕事も何かと多い。そのせいで生徒会のメンバー（聞いたところによると主にチェルシーさん）が体調を崩すことが多々あったとか。

　だから生徒会の人数を増やす……という案は前々からあったらしい。

　そして、愛梨さんが生徒会長に就任してからすぐに開かれた生徒総会で、その案は可決。

　かくして、前副会長で実績のあるチェルシーさんと、葛原さんが生徒会庶務として生徒会に加わったわけなんだけど……。

「ん？　なんだ？」

「ひいっ！」

　一瞬目が合って話しかけられた瞬間、私は悲鳴を上げてしまった。

　……まあ、なんていうか。

　ぶっちゃけて言うと、私はこの人が苦手です。

　だってこの人は伝説のクズ先輩。

　髪を黒く染めようが凶暴なヤンキーだったことには変わらない。だからどうしても条件反射でビビってしまうというか……。

「ダメだよ、にぃ。はるちゃんが怖がってるでしょ？」

「いや、俺は普通にしてるだけなんだが……」

「髪が黒くなってもにぃの声はドスが利いてて怖いんだよ。だからもう少し愛想よくしないと。ほら、こんな感じで」

「うわっ、やめろ千ち夏なつ！」

　葛くず原はら先輩の背後に回り込んでから、彼のホッペタを引っ張って無理やり笑顔をつくらせようとする千夏さん。

　その姿は仲が良い兄妹そのもの。

「………」

　そう。

　一般生徒は知らないけど、生徒会メンバーだけは知っている。

　葛原北ほく斗とと凛りん多だ千夏。

　二人は双子の兄妹。

　おまけに千夏さんは兄である葛原先輩のことを本気で好すきだったらしい。そして告白したけど、フラれてしまった。

　だから葛原先輩は会長である愛あい梨りさんと付き合っているわけで……。

「千夏。先輩とイチャイチャするのはやめてください」

「え～。いいじゃない。あたしたちは兄妹なんだし」

「だからって彼女である私の前でイチャつく必要はないでしょ？」

「でもでも、あっちゃんはあたしに言ったでしょ？『もし私が生徒会長にふさわしくないとあなたが判断したら、私から生徒会長の座を奪い取ってしまって構いません』って。要はそれと同じことなんだよ」

「同じ？」

「あっちゃんがにぃの彼女にふさわしくないってあたしが判断したら、あたしがにぃのことを奪い取るってこと♪」

「……ほぉ。面白いことを言うじゃありませんか」

　バチバチと葛原先輩を挟んで火花を飛ばし合う凛多姉妹。

　この二人はいつもこんな感じ。

　隙すきあらば生徒会内で対立している。

　だから会議なんかは大変だ。下校時刻をとっくにすぎても議論が終わらないなんてことはよくある。まあ、白しら玉たま先輩曰いわく『これでも千夏は大分丸くなった』らしいんだけど。

「───」

　なんだか、羨ましい。

　言い争う二人を見ていたら思わずそう思ってしまった。

　いつもケンカしてるのに、二人は仲が良い姉妹にしか見えない。

　それはきっと二人がお互いのことを認め合っているからで──。

「ところで」

　はふぅ、と。

　千ち夏なつさんから視線を逸そらした後で、愛あい梨りさんは一度息を吐いてから。

「春日かすが井いさんは生徒会に慣れましたか？」

「えっ……え、えっと……」

「どうやらまだみたいですね。もしかして、当選してしまったことが嫌なんですか？　あなたが当選したのはかなり特殊なケースでしたし。だとしたら、無理をすることは──」

「そ、そんなことありませんっ！」

　思わず、声を荒らげて反論してしまった。

　確かに。

　私が生徒会に入れたのはラッキーだ。

　元から目立つのが嫌いだった。

　立候補したのもクラスのみんなに推薦されたからだ。

　もしかしたら、こんな私がここにいるのは間違っているのかもしれないけど──。




「私には、夢があるんです」




　気付いたら、私はそんな青クサい言葉を口にしていた。

「夢……ですか？」

「はい。私は愛梨さん……いえ、会長みたいになりたいんです」

「………」

「私は容姿と性格にギャップがあったせいか、昔イジメられてたことがあって……。高校に入ってからも『またイジメられるんじゃないか？』っていつもビクビクしてました。けど──私はそんな自分を変えたいって思ったんです」

　そのきっかけになったのは、去年の九月。

　選挙の第一次投票。

　そこで私は愛梨さんのスピーチを見た。そのとき学園には愛梨さんの悪いウワサが広まってて、全校生徒が敵になっていた。

　けれど。

　愛梨さんは、敗まけなかった。

　戦うことをやめなかった。

　そして、生徒会長の座を勝ち取ったんだ。

　──私は。

　一目で憧れた。

　この人みたいになりたいって、思ったんだ。

「だから、私には夢があるんです」

「………」

「私の夢は、生徒会のメンバーとしてもっと成長すること。生徒会の仕事を全うすること。今よりももっともっと強くなること。そして──」




　来期の選挙で、生徒会長になることです。




「───」

　──ああ、言っちゃった。

　口に出してからそんな風に後悔してしまった。

　だって、来期の生徒会長になるということは──愛梨さんと戦うということだ。

　愛あい梨りさんは今一年生。

　二年生になっても、きっと選挙に出馬するだろう。

　生徒会長になること。

　それが愛梨さんの掴つかんだ夢。

　掴んだ夢を離さないために、また選挙で戦うはずなんだ。

　だとしたら──。

「ふん。いい度胸しているな」

　私の心を見透かしたように、チェルシーさんが息を吐いた。

「それじゃまるで宣戦布告だぞ？」

「………っ！」

「ちょ、ちょっと、ちぃちゃん」

「庇かばうことはないさ、冬とう華か。よりにもよってコイツはこの生徒会室で愛梨に向かって今みたいなセリフを言ったんだ。きっと覚悟はできてるんだろう？」

「わたしも、そう思う」

「副会長……」

「あはは、あたしも同意見かな。ん～、なかなか度胸があるね～、はるちゃん。あたしだってそんなことはしないよ？」

「いや、きみはするだろう」

「うん」

「当然」

「あれ!?　みんながあたしに冷たいよ!?」

　みんなにツッコまれて、千ち夏なつさんはあわあわしていた。

　しかし。

　すぐに、私の方に視線を向けて。

「でもでも。今ちぃちゃんが言った通り、はるちゃんもちゃんと覚悟は決めてるんでしょ？　だから今みたいなことを言ったんでしょ？」

「それは……」

　プレッシャーに押されて、黙るしかなかった。

　──これだ。

　生徒会に入ってからわかったことだけど、千ち夏なつさんはただの天てん真しん爛らん漫まんな女の子じゃない。まるで刃物みたいに鋭い何かを秘めている。

　けど、だからこそ。

　この巨大学園の生徒会長を務めることができたんだろう。

　そして──。




　愛あい梨りさんは、そんな千夏さんに勝った。




　去年の生徒会総選挙。

　いきさつはどうあれ、生徒会長になったのは愛梨さんだ。だから勝ったのは愛梨さんだって言っていいと思う。

　そこに立ち続けることができる強さ。

　きっと、そういうものもある。

　愛梨さんは生徒会長になるという夢を叶かなえるために、揺るがなかった。

　だからこそ勝てた。

　逆に千夏さんは揺らいでしまったから敗まけたんだ。

「──はい」

　でも、だからこそ。

　私だって覚悟は決まっている。

　揺るがないという意志を、揺るがせない。

　だから、




「私はこの学園の生徒会長になりたい。そして、愛梨さんに勝ちたいんです」




　自分の意志をそのまま言葉にする。

　宣戦布告。

　チェルシーさんの言葉通り、私の言動は愛梨さんにケンカを売っている以外の何物でもなくて……。

「ははははっ！」

　と。

　私の発言で静まり返った生徒会室に響いたのは、楽しそうな笑い声だった。

　その主は、葛くず原はら先輩。

　彼は私を見ながらおかしそうに笑っていた。

　そして、心底楽しそうにしながら──一言。

「なんだ。テメエ、愛あい梨りにそっくりなんだな」

「えっ……」

　私が愛梨さんにソックリ？

　どういう意味だろう？

　もしかして、愛梨さんも今の私みたいなことを言ったことがあったんだろうか？

「……ホント、うちの生徒会って無駄にアツくて青クサい人が多いわよね」

「ふふっ。そう言うな冬とう華か。わたしはこういうノリは嫌いじゃないぞ」

「青春、ねぇ」

　冬華さん、チェルシーさん、白しら玉たま先輩の三人が私を見ながら葛原先輩と同じように笑っていた。

「どうするの、あっちゃん？」

　そんな中で、千ち夏なつさんが愛梨さんに話しかける。

「あっちゃんも来期の生徒会総選挙に立候補するでしょ？　だったら、はるちゃんは敵になっちゃうけど？」

「そうですね」

　ふむ、と。

　愛梨さんは少しだけ考え込んでから。

「先輩」

「ん？　なんだよ？」

「先輩は、どう思いますか？　私、春日かすが井いさんにケンカを売られてしまったようなのですが」

「バカ。そんなの決まってんだろ」

　恋人からの言葉に。

　葛原先輩はまるで当たり前のことを言うように。




「愛梨の夢が俺の夢なんだ。だから、俺はおまえの味方になるよ」




「───」

　それを聞いて、愛あい梨りさんは「はふぅ」と息を吐いてから。

「しゃーないですね。先輩がそこまで言うのでしたら、私もがんばるしかないじゃないですか」

「……テメエ、相変わらず素直じゃねえな」

「先輩は相変わらず青春っぽいノリがお好すきなようで。今のセリフなんて恥ずかしすぎて私の口からはとてもじゃないが言えませんよ」

「う、うるせえっ。俺がこうなったのはテメエのせいだろうが」

「おやおや、人聞きの悪い。むしろあなたは私の彼氏さんなのですから、『私がこんなになっちゃったのは先輩のせいなんです……きゃっ♥』みたいなセリフを私の口から言わせるようファイト一発がんばっちゃってください」

「誰がそんな恥ずかしいセリフを自分の女に言わせるか」

「うっわ。自分の女とか言われるなんて、恥ずかしい。やっぱり髪を黒く染めようと先輩は学園最強で熊殺しなクズ先輩ですね。でも私的には変わらないあなたが嬉うれしいですよ？　ロックンロール！」

「テメエと会話してるとホント疲れるよ……」

「では、私がその疲れを癒いやしてあげましょう。具体的に言うなら今度の休日あたりにデートを──」

「生徒会室でイチャつくのはやめろ」

　やれやれと呆あきれたように、葛くず原はら先輩は微笑ほほえんだ。

　そんな恋人を見て、愛梨さんも楽しそうに微笑む。

「───」

　──ああ。

　きっと葛原先輩は、愛梨さんのことが本気で好きなんだ。

　仲良さそうに会話をする二人を見ていたら、わかった気がした。

　声がハスキーで、目つきが悪くて、怖いあだ名をたくさん持ってて、昔は金髪だったけど……。

　人は見た目じゃない。

　この人は、真剣に愛梨さんのことが──。

「ま、先輩が味方でいてくれるならばっちぐーです。これなら来期の選挙もバッチリですね」

「あはは。あっちゃんは余裕だねっ。でも、そう簡単に行くかな？」

「……副会長。まさかあなた、また生徒会長に立候補するつもりなんじゃ……」

「千ち夏なつ。きみはもうすぐ三年だろう？　なのに生徒会長になるのは──」

「がんばろう、千ち夏なつ。あなたが今度こそ勝てるように、わたしがサポートする。たとえどんな手を使っても」

「……おまえって、相変わらずゲスだな」

　楽しそうに談笑する生徒会メンバー。

　──そして。

「春日かすが井い春はる奈なさん」

　愛あい梨りさんは、ゆっくりと私に手を差し出した。

「おそらく来期の生徒会総選挙で私たちは敵同士になります。二人とも同じ夢を持っているのだから、仕方ありません。けど、それまでは同じ生徒会のメンバーとしてこの学園をもっとよくしていきましょう」

「は、はい！　よろしくお願いします！」

　たどたどしい口調でそう言いながらも、私は愛梨さんと握手した。

　彼女の手は思ったよりも小さい気がしたけど──思ったよりも、ずっと温かい気がした。

「───」

　そして。

　今日も瀬せ海かい学園生徒会の仕事が始まる。

　生徒会長、凛りん多だ愛梨。

　副会長、凛多千夏。

　副会長、白しら玉たまルナ。

　書記、葛くず原はら冬とう華か。

　会計、春日井春奈。

　庶務、チェルシー・スターダスト。

　最後に──。




「──うっし。今日も仕事するか」




　庶務、葛原北ほく斗と。

　彼は愛梨さんの隣で幸せそうにはにかんだ。

　そんな恋人を見て、愛梨さんも微笑ほほえんだ気がした。

　今の二人は、とても幸せそうに見えた。

　だって。

　二人は紛まぎれもない恋人同士なのだから。

「───」

　実は。

　私には一つだけ、みんなには言ってなかったことがある。

　それは、私には夢が二つあるということ。

　一つは、この学園の生徒会長になること。

　そして、もう一つの夢は愛あい梨りさんみたいに──いや、違う。正確には──。




　愛梨さんたちみたいになること。




　それはもちろん──目の前にいる二人みたいに、素敵な恋人をつくるということ。

　それが──私のもう一つの夢だ。

　だから、




「──恋を、しよう」




　誰にも聞こえない小さな声で、私は呟つぶやいた。その言葉は少しだけ開いていた生徒会室の窓から外にこぼれて、風に溶けて消えた気がした。

　今日は三月二十九日。

　学園の校庭では桜が咲いている。












　もうすぐ新学期が来る。

　そして──。

「───」




　春が始まる。




　私たちのための──新しい季節が。





あとがき







『ライフアライヴ！』も４巻目！　文章担当のあさのハジメです。

　ここで毎回行っているキャラクター人気投票の結果発表です。みなさま投票ありがとうございました！　さてさて気になる結果は、

第１位　凛りん多だ愛あい梨り

第２位　チェルシー・スターダスト

第３位　葛くず原はら冬とう華か

第４位　凛多千ち夏なつ

第５位　白しら玉たまルナ

第６位　葛原北ほく斗と

　愛梨さん、ぶっちぎりでした。個人的には白玉さんが書いていてかなり楽しいキャラだったので少しでも順位が上がればいいなと思っていたのですが、彼女が最下位でなくてよかったような、主人公が最下位で残念なような、フクザツな気持ちです。

　そして、ねこめたる先生＆しっぽ先生が書いてくださった『ライフアライヴ！』のコミカライズ単行本が絶賛発売中です！　こちらもぜひぜひチェックを！

　さて、ここからは作中のネタバレを含むのでまだ未読の方はお気をつけてください。

『ライフアライヴ！』は今巻で最終巻になります。

　ラストの方で一人のキャラクターが『そこに立ち続けることができる強さ』というものもあるみたいな話をしていますが、この作品を書いていて一番考えさせられたのはそこだったと思います。

　ヒロインの凛多愛梨には随分助けられました。シンドいときは「コイツだったらヘコんでも立ちあがってくるよなぁ。だったら俺もそうしなくちゃ」とか考えたりもしました。本当に、この作品のキャラクターたちに感謝です。

　では、そろそろ謝辞の方を。

　担当編集のＴ様。最後までウルトラキュートなイラストで作品を彩ってくださった、ゆーげん先生。コミカライズを担当してくださったねこめたる先生、しっぽ先生。この本を出すために尽力してくださったすべての方々。本作を手に取ってくださったり、感想を送ってくださった読者の皆様。そして、最後にキャラクターたち。

　この作品を支え続けてくださり、ありがとうございました。

　またどこかお会いできることを祈りつつ、これからも少しでも面白い物語を少しでも多くの方に読んでもらえるように、これからもここに立ち続けようと思います。
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